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調 査 先

OTSS会 社,ソ フ トウ ェ ア 会 社

Al]en-BabcockComputing,Inc.(LosAngeles)

Tymshare,Inc.(Palo-Alto,California)

RapidataCompany(Fairfield,NewJersey)

AriesCorporation(Mclean,Virginia)

○ 情 報 提 供 サ ー ビ ス

InternationalReservationCorporation

(Encino,California)

WesternResearchApplicationCenter

(LosAngeles)

○ ア ウ トサ イ ダ ー

WestinghouseTele-ComputerSystemsCorpo-

ration(Pittsburgh)

GreyhoundComputerCorporation(Chicago)

BeverlyBancorporation,Inc.(Chicago)

○ そ の 他

QuantumScienceCorporation(NewYork)

ADAPSO(TheAssociationofDataProcessing

ServiceOrganizations,Inc.)(New

York)

調 査 団

団長 吉田

団員 新野

〃

〃

〃

当財団は,わ が国におけ る情報処理 および情報処理産

業の発展に資す るtめ,昭 和46年6月26日 よ り約3週 間

にわtり,第4次 海外情報処理実態 調査 団を米国 に派遣,

11機 関について調査 を行 ない,そ の結果 を報告書 「米国

にお ける情報処理産業 の実態」 として とりま と め た の

で,そ の概要 を紹介す る。

〃

大塚 順三

柳

川

川

畔

堀

中

剛(財)日 本情報処理開発センター

専務理事

央 三菱石油㈱数理計画部(OR担 当)

主査'

日本電信電話公社データ通信本部

第2デPtタ 部専門調査役

信雄 通商産業省重工業局電子政策課
ト

栄一 警察庁長官官房能率管理課課長補佐

秀邦(財)日 本情報処理開発センター

総務部主任部員

1.景 気停滞期における情報産業

「1969年以来情報産業は,一一般に経営不振であるが,

一部はこの状態か ら脱出し,将 来に対する明 るい期待を

失 ってはいない。」

一1-・
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急速に伸びたアメリカの情報産業は,情 報処理サービ

ス業が3,000,ソ フ トウェア開発業が1,000を 超えると

いわれ,TSS会 社 も300に およぷ といわれていた。と

ころが1969年 以来,金 融の引締め,国 家予算の削減等の

不景気を反映して,こ れ等の企業は経営内容が悪化し,

健全に黒字経営をしているものは極 く一部分に限 られ,

例えばインデペンデントのTSS会 社では150社 の中10

数社に過ぎないといわれ,と くに科学計算のような分野

では,激 しい過当競争が行なわれ,相 当多数の企業が脱

落している。

しかし,情 報処理に関する設備投資は一時的におちて

はいるものの企業のそれに対する意欲は依然 として強い

ものがあ り,着 々と情報処理の合理化の方向に進みつつ

ある。情報処理サービス業についていえば,こ こ1,2

年売上げは上っても利益率が減少するとい う形にあ り,

これは当業界の急速な伸び過 ぎ,ひ いては過当競争等が

要因となったともいわれ,こ れからも多かれ少かれ混乱

は残 り,そ の間に整理されるものは整理されることにな

ろ う。 しかしなが ら業務は年間20～30%の 伸びが期待 さ

れ,と くに事務分野にいちはやく適応した企業は不況の

影響を脱し,業 績は好転 している。

2.情 報産業の企業の成長要件

「過当競争を脱して成長をとげる企業は,需 要の増加

に適応 しうる能力を もち,確 実な市場を捕捉しうる能力

と,経 営の合理性を実現で きる企業である。」

A.こ れは何 も情報産業だけではないが,企 業経営の行

きづま りを生 じたことはとくにマネジメン トの欠陥に

あった とされている。アメリカの群小の情報産業は,

その急速な発展の気運に乗 じて,わ れ もわれもといわ

ば将来性の先取 りを投機的に行な ったともいわれ,大

企業か ら飛び出した少人数の専門家を中心に野心的な

小資本家が結びついて,新 たに企業を起し,情 報産業

に参入したというケースが非常に多いようである。

したがって企業運営のマネジメン トに欠ける点が多

く,こ とに中心 となる専門家は,コ ンピューダに関す

る知識,ソ フ トウェアに関する知識はあっても,経 営

の基本的なことすら分 らない。出資者が相当しっか り

したマネジメン トを行なっている以外は,お おむね商

売ができても損失になるとさえいわれ,国 家予算等に

よる比較的大様な,か かっただけの費用はカバーして

くれるというような発注が多かった時期には,ま だ糊

塗することもできたが,次 第に厳格な企業計算の下に

受注しなければな らない時期に変転した時,こ のマネ

ジメントの欠陥は経営の根幹を揺がすに至 った。 まし

てや不況時代に入 り,金 融機関 も選択融資を強化する

に至 ってはマネジメントに欠ける企業は敗退せざるを

得ない。

この点,成 績をあげている企業はとくに財政部門の

統一基準による処理,予 算 と実行費 との対比による処

理等のコン トロールがかな り強 く行なわれているよう

であった。

B.つ ぎにマネジメン トの一部に属するもの とい え る

が,こ とに重要な問題 として取組んでいナこのは,セ ー

ルスに関する点である。現にわれわれが訪 問 し た先

で,従 業員の60～65%は セールスの担当であるばか り

か,ト ップ層に優秀なセールス能力をもった ものが当

たっていた例 もあり,彼 等のマーケッティングはかな

り徹底した ものである。必要な素材は諸種の外部調査

機関を利用して,自 己の商品の売込みのできるような

分野とその相手方一会社の中の誰に売込むかを克明に

調べあげ,そ の上でマンツーマンで働 きかけ,時 によ

っては社長自らが相手方に当たる。新聞,テ レビ等の

広告手段はむしろ経費が多 くて価値のない もの と し

て,自 己商品のカタログ等については思い切った金を

かける。 これはと思われる相手方には実物,実 行教育

を行な ってゆく。また売込みには,必 ず同種の情報方

式に対比していかな る利点を もつかを徹底 させるとい

う手段を講 じている。

しかし,い かに慎重かつ徹底してマーケッティング

を行ない商品のよさを把握 していても,こ れを相手方

に説得で きるセールスマンの存否が物的商品でないだ

けに一層重要な役割 りを果し,そ の成否が事業運営の

根幹をなしていることに対する認識は,訪 問した成功

企業のいずれの経営者にも徹底しているよ うに 思 え

た。
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C.情 報処理の分野は刻々新しい発展をとげているが,

今日アメリカで最 も混乱を極めているのは,と くに科

学計算の分野であるとされている。 これは初期におい

ては,諸 種の科学計算の需要が多かったこと,此 較的

ソフ トウェアの開発が容易であったこと,タ イムシェ

アリング ・サービスにな じんだことな どか ら,次 ぎ次

ぎに新規サービス業者が続出したことにある。しかし

入 り易いということのナこめこの分野に集中的に企業が

殺到し,極 めて激しい過 当競争の結果,低 価格サービ

スを強いられ,営 業 不振に陥ったようである。

これに反し,事 務関係の処理分野はむしろ洋々たる

ものがある。ソフ トウェア会社にしてもTSS会 社に

しても,今 日不況に耐えて成績をあげてきているのは

いずれも早 く科学分野か ら脱却して,重 点を新分野,

すなわち事務情報処理分野に移したところである。 と

ころが これ等の事務処理分野はいずれ も処理すべ きデ

ータの量,デ ータ ・ファイル ・マネジメント,デ ータ

処理の複雑性,処 理サービスも多様にわたる等,よ り

高度の開発処理能力が要求され,ま た設備投資 も大型

化せざるを得ない。したがって,安 易な態度で参入 し

てきた企業は市場開拓に も商品開拓に も到底太刀打ち

できないのが現状である。この点,成 功しているサー

ビス会社はいちはや く新分野の開拓に力を注入 してお

り,あ るいは景気の動向による影響の少い銀行業務 と

か,将 来伸びることが予想 される販売予測,販 売分析,

財務分析,予 算管理,在 庫管理,マ ーケッティング等

の分野に対する先制的地位を確立し,こ れを手掛 りに

着々と事業を固めている。

3.ソ フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ

「ソ フ トウ ェア の 開 発 は,顧 客 の注 文 に応 じて行 な う

カス トマ ・プ ログ ラ ム とソ フ トウ ェア会 社 自身の 開 発 に

よ るプ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ とは業 者 に と って そ れぞ れ

利 不 利,長 短 が あ るが,方 向 とし て は プ ログ ラム ・パ ッ

ケ ー ジが 次 第 に多 くな る。 」

ソフ トウェア業者の開発するプログラムは,顧 客の注

文に応じて開発するカストマ ・プログラムの方が現状で

はまだ多い。開発の具体的対象が明確なこと,開発期間,

費用が比較的小さいこと,プ ロジェク トの変化があって

従業員の意欲によい刺激を与えることなどを利点 として

あげ られるが,逆 に注文主による買いたたきがあり,受

注は受身で積極的なセールス ・ポイン トがないため,需

要開拓に困難が多い。

一方,プ ログラム・パッケージはカス トマ ・プログラ

ムと長短が逆で長期的にみれば,営 業の甘味は将来プロ

グラム・パッケージにあ り,こ の分野の拡大が予想され

るが,巨 大な顧客はそれぞれ独 自の注文をつけるのでパ

ッケージの手なおしが必要など相当の蓄積 と比較的大 き

な資金を要するのが普通であるが,力 の弱い小 さな企業

ではプログラム・パッケージは不可能の分野であるとも

いっていた。.

プログラムの価格の問題については,ア メリカで も必

ず しも明確な ものはない。ある程度の原価主義 と評価主

義 とが混在しているよ うで あ る。販売計画に当たって

は同種類のプログラムは大体見当がつ くので,そ のプロ

グラムに対比して顧客に対する供給価格を決めている。

原価の計算についてはなかなか判然としたラインは出せ

ないが,専 業者全体が開発費の統一的整理基 準 を設 け

て,こ れに基づ き少しで も合理的な計算が可能になるよ

うに努力している。

ソフ トウェアの権利の保護は,相 手方との厳 しい契約

によって自衛すること以外にないとしていたが,特 許権

化または著作権化等による保護は実現が難しいというよ

り,む しろ興味がないということであった。特許権をと

るとい うことは,経 費 と時間を要し,そ の上にある程度

その内容が一般に知られることになる。他に物的な条件

がないので,あ る程度内容が分れば,.同業者はそれをも

とにしてよりよい ものを開発することが可能であり,特

許権は全 く意味をな くすることになる。むしろ深 く自己

の金庫に内蔵する他はないどの論であった。

4.タ イ ム ・シ ェア リ ング ・サ ー ビス

「TSS業 は,現 在再編成の時期に逢着しているが,

将来新分野に発展する余地は洋々たるものがある。ただ

普通のサービス ・ピュ一口よりは多額の資金を必要 とす

るし,顧 客の質 も高いので弱体な企業では困難が多いで

あろ う。」
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タイ ム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビ スの 専 業 者 は150を 数

え る。 し か しな が ら上 位 十 数 社 で全 売 上 げ の75%を 占め

る有 様 で あ って,業 界 全 体 として は 必 ず し も好 調 とは い

え な い。 そ の大 きな 理 由は 比 較 的 安 易 に 科 学 計算 の 分 野

に集 中 して過 当競 争 を まね い た こ と と,タ イ ム ・シ ェア

リング ・サ ー ビ ス に はか な り大 きな 設 備 投 資 が 必 要 な た

め,業 績 が あが らない と きは これ が 大 きな 負 担 に な る こ

とに あ る よ うで あ る。

新 しい サ ー ビス の分 野 とし ては,販 売 管 理,在 庫 管 理,

生 産 管 理等 の管 理 部 門 か ら,財 務 計画,需 要 予 測,生 産

予 測等 の 予 測 の 分 野 が あ り,こ れ に対 応 し て ゆ けば ます

ま す発 展 の 期 待 が もて る。 ま た よ り安 価 に,必 要 な 時 期

に コ ン ビ ρ一 夕 が活 用 で きる とい う点 で は,コ ン ピ ュー

タ を もって い る大 企 業 とい え ど もタイ ム ・シ ェア リン グ

・サー ビス を活 用 す る余 地 が 多い 。 た だ タイ ム ・シ ェア

リン グ ・サ ー ビ スに は よい ソ フ トウ ェアが 準 備 され,適

合 し た設 備 が な くて は な らな い。 と くに コ ミュ ニケ ー シ

ョン手 段 の優 劣 が きわ め て重 要 で あ ろ う。

な お,タ イ ム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビス の意 味 す る と

ころ は,わ が 国 で い う と ころ の厳 格 な 意 味 で の タイ ム ・

シ ェ ア リング ・サ ー ビ ス では な い こ とに つ い て 理解 しな

くては な らな い 。大 量 デ ー タ を処 理 す る必 要 の あ る事 務

関 係 の 情 報 処理 が タイ ム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビ ス で で

きるか とい う疑 問 は 今 回 の調 査 で解 明 され た。 すな わ ち

ア メ リカ での タ・fム ・シ ェ ア リング ・サ ・一－e"ス とは,リ

モ ー トバ ッチ処 理 も当 然 含 ま れ,オ ン ライ ン に よ るイ ン

ク ワイ ア リー ・サ ー ビ ス を除 けば リアル タイ ムで な い場

合 もタイ ム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビ スに含 ん で解 釈 し て

い る。 要 は オ ン ライ ン で必 要 な 時に コ ン ピュー タが使 用

で きるサ ー ビ スの すべ て が タ イ ム ・シ ェ ア リング ・サー

ビ ス で あ る とい うこ とで あ り,わ れ われ の よ うに ミリセ

カ ン ドで タ イ ム を ス ライ ス した ものが タ イ ム ・シ ェア リ

ング ・サー ビ スで あ る とい うよ うな 厳 格 な 定義 な どは 現

実 に不 必 要 で あ る とい わ ん ば か りで あ った。

通 信 線 の 利 用 に つ い て は 各種 の方 法 が あ り,そ の 料

金 制 度 もい ろ い ろ で あ る。 す な わ ち,顧 客 の数 とか,利

用 形 態 を組 合 せ て最 も有 効 な 方法 を選 ん でお り,顧 客 は

必 ず し も地 域 的 な 制 限 範 囲 が第 一義 的 では な い。 この 点

TSS会 社 は,各 種 の 悪 条 件 を もつ大 都 市 を離 れ て近 郊

に サ ー ビ ス本 拠 を移 して い る こ と も うな づ け る と ころ で

あ る。

TSS会 社 が 行 な って い る サ ー ビ スは,現 状 で は顧 客

自身の プ ログ ラム ま た は顧 客 の依 頼 に も とつ い て 開 発 し

た プ ログ ラ ムに よる もの が大 部 分 で,TSS会 社 が 開 発

し た プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ に よ るサ ー ビ スは まだ わ ず

か で あ る。 将 来 は各 方面 の顧 客 に サ ー ビ スす る ため に は

プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ に ょ るサ ー ビ スがTSS会 社 に

と って も,客 に と って も有 利 に な るで あろ うか ら,こ の

た め よい プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を開 発 し,こ れ を セー

ル スポ イ ン トとす る こ とが 望 ま し い とし て い た。

顧 客 の 機 密 の 保 持 に つ い て は,コ ン ピ ュー タの 使 用 方

法,特 別 の コ ー ド等 につ い て の考 慮 もは ら って い るが,

基 本 的 に は相 手 方 との厳 格 な契 約 に よ って信 用 関 係 を主

体 とし て い る。 しか しな が ら顧 客 との トラブル に よ り損

失 を生 じた場 合 の 自衛策 とし て,各 種 の保 険 を設 け て い

る。 フ ァイ ル の損 失 に よ る損 害 賠 償 の 補 填,コ ン ピ ュー

ク事 故 に よ る損 害 賠 償 の補 填,従 業 員 の不 当行 為 に よ る

損 害 賠 償 の 補填 等 々極 め て 多岐 に わ た っ て い る。 これ

は,ADAPSOを とお して 昨年 以 来 実 施 され た もの で あ

るが,わ が 国 で は一 寸考 え られ な い こ との よ うで もあ っ

た。

5.情 報提 供 サ ー ビス

「情 報提 供 サ ー ビ スは,企 業 的 に 成 立 す るの は ア メ リ

カ で もな か なか 困 難 な ことの よ うで あ るが,リ ザ ベ ー シ

。ン ・サ ー ビ スは 着 々 と現 実 に成 功 し てい る と 見 ら れ

る。」

アメリカにおいても情報提供サービス業は必ずしも企

業的に十分な成果をげ,着 々と拡大しているようには思

えない。われわれは南 カリフォルニア大学で行なってい

るNASAの 科学技術情報の提供サービスについてとく

にその印象を強 くした。NASAで は,集 めた莫大な科

学情報を一般の企業等に提供するため,全 国6ヵ 所の大

学にそのサービスを行なっている。 これ らの 情報は極

めて価値の高 い もの と思われるが,案 外一般の企業等

でこれを利用する者が少いこと,ま た利用しようとする

者が果して何を求めているかを確実にすることに極めて
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大 きな 努 力 を要 す る こ とな どが この 種 の情 報 提供 の難 し

さを考 え させ た。 これ に反 して,比 較 的 簡単 な現 実 的 な

利 用 者 が 多 方 面 に あ る リザ ベ ー シ 。ン ・サー ビ スの よ う

な もの が,ア メ リカで は案 外 成 功 して い る。 ホ テル,モ

ー テル ,レ ン タ カー等 の リザベ ー シ ョン ・サ ー ビス は,ア

メ リカに は か な り数 多 くあ るが,今 度 訪 れ た イ ン ター ナ

シ ョナル ・ リザ ベ ー シ ョン社(lnternationalReserva-

tionCorp.)の ご と き も,も と もと十 分 な基 礎 とマー ケ

ッテ ィ ング に基 づ い て い る もの とは い え,設 立3年 目に

して初 年 度 の 数 十 倍 に の ぼ る実績 を あ げ,着 々 と業 務 を

欧 州 各 国 に ま で拡 げ て い る ことは 注 目に 値 い す る。

6.情 報処理産業への他部門からの参入

「情 報 処 理 産 業 の拡 大 に伴 い 他業 種 が 強力 な力 を もっ

て新 た に参 入 して きて,イ ンデ ペ ンデ ン トの 業者 に と っ

て将 来 相 当 の 問題 を起 しそ うで あ る。 そ の第 一 は,コ ン

ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー,第 二 は通 信会 社,第 三 は銀 行,第

四 は 巨大 な コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー で あ る。 」

アメリカでは,専 門のサービス・ビューロ,ソフ トウェ

ア会社は大体中小規模であるが,情 報処理産業の拡大に

伴 って将来を見越 していろいろな大企業がこの分野に積

極的に進出しつつある。 これに対 して専業者は,相 当の

警戒心 と不満を もっているのは事実である。従来,こ の

問題に関 しては,と くに電信電話会社が問題になってい

たが,最 近の事情ではむしろ銀行が最 も問題にな り,次

いでコンピュータ ・メーカーである。銀行の情報処理サ

ービス業に対する進出は確かに目覚ましいものがあ り,

す で に銀 行 の コ ン ピ ュー タ 部 門 が独 立 会 社 とし て サー ビ

ス を 開 始 し て い る例 は 多 々 あ る。 これ らの サ ー ビ ス部 門

が銀 行 の 取 引 きに係 る関係 を利 用 し て顧 客 を不 当 に吸 引

す る,い わ ば 隠 され た強 制 力 の あ る こ とが専 業 者 に とっ

て と くに 警戒 を 要 す る もの と見 て い る よ うで あ る。

わ れ わ れ が 今度 訪 れ た ビバ リー ・バ ン コ ー ポ レ イシ ョ

ン(BeverlyBancorporation,Inc.)は,従 来 あ る も

の とは 特 異 な形 の もの で,持 株 会 社 法 の成 立 を利 用 し,

む しろ情 報処 理 会 社 を親 会 社 とし て,ビ バ リー ・バ ン ク

(BeverlyBanl〈)は その 一 事 業 部 とな り,こ の持 株 会 社

が 各 種 の 銀 行 の情 報 処 理 を一 予 に 引 き うけ,マ ネジ メン

トか らコ ン サル テ ィング を行 な い,事 実 上10の 銀 行 を 支

配 して い る。 まだ 業 務 の主 体 は銀 行 サ ー ビ スだ けで あ る

が,将 来 総 合 され た情 報処 理 セ ン ター と して 各 方面 に強

力 に 手 を 延 ば す こ と を考 え て い る こ とは,情 報化 時代 の

新 しい 行 き方 と して 十 分注 目に値 い した。

コ ン ピュー タ ・メー カー に対 す る専 業 者 の 不 満 は設 備

費 に 対 す る差 等 の 問題 で あ る。 専 業 者 の もつ 設備 は小 売

価格 で あ るの に対 して メー カー ・ス ポ ン サ ー の業 者 の 設

備 は 卸 売 価 格 で あ り,こ こに大 きな力 の相 違 が あ り黙 視

す る こ とが で きな い。 これ に対 し て コ ン グ ロマ リ ッ ト

(大 ユ ー ザ ー の 進 出)は,競 争 条 件 に そ れ程 の差 はな い

と して い た。 事 実 わ れ わ れ が こ こ数 年 来 ア メ リカ で見 た

大 型 の ユ ー ザ ー は,余 りサ ー ビス部 門 に対 す る 進出 欲 は

な い よ うに 思 わ れ,む し ろ現 段 階 で は全 社 的 情 報 処 理 サ

ー ビス ・シ ス テ ムの完 成 と合 理 的 コ ン ピ ュー タ使 用 に重

点 を お い て 努力 中 で,余 力 が あ れ ば社 外 の サ ー ビ スに も

進出 す る とい う考 えが 強 い。'
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研究開発

生産情報 システ ムにお け る

意思決定機構の解析

本稿は,当 財 団が機械 工業 振興資金 による昭和45年 度調査研究補助事業,経 営情報 シス テム

の研 究の うち,「 機械 工業の生産情報 シス テムにお ける意思決定機構の解析」 として とりまと

めた報告書 の一部で ある。 ここでは報告書 にある詳細 シス テムの解析 と,DYNAMOを 使 っt

コンピュー タ ・シ ミュレーシ ョンがは ぶかれ てお り,意 思決定機構解析の典型的なパ ターンを

紹 介す るに とどめる。

従来か ら経営活動 を行な ううえで最 も重要 なことは,経 営者 自身が革新的,戦 略的 な意思決

定 をしな けれ ばな らない とい うことであ り,MISは,経 営者が意思決定の手段 として活用す

べ きもので ある。 いかな るMISを 作 り上 げ るかは経営者の理念 に依存す る といえる。

本調査の 目的は,こ の生産 を中心 とした経営活動 を,計 画決定過程 におけるPlanningMIS

として抱 え,複 雑な経 営活動 の部分的 な相互関係 を解明す る方法 を見 出す ことにあ る。すなわ

ち,生 産計 画機能 に関す る意思決 定過程 を典 型的 なタイプにモデル 化 して,生 産活動 の主体 と

してのPlanningMISが その基本 とな るOperationalMISに どのよ うに作用す るか を考察

す ることであ り,ま た,生 産計 画が単純 に生産活動 の一機能 として循環 してい るのではな く,

諸 計画 と機能的 に深い関連性 を保 ちなが ら複雑 なシステム体系 を作 りあげてい るとい う観点か

ら,こ れ らの連繋 を明 らかにす ることであ る。

1.PlanningMISに お け る生 産 情 報 シス テ ム の

あ り方

企業の経営活動をシステムとして把握することは,そ

の目的が明確にされていなければな らない。なぜならば

経営の諸活動をよ り合理的に達成する手段 として,シ ス
コ

テム ・アプローチが導入 されているか らである。複雑な

経営活動をシステム体系 として把握することによって,

部分相互の諸関係を解明することが容易になる。

とくに,経 営活動における最 も重要な計画機能を,意

思決定過程を含むPlanningMISと して把握する効果

は,多 くの困難 さを内包 しなが らも非常に大 きいといわ

なければな らない。

経営の目的達成は,計 画の良否いかんにある。ここに意

思決定の重要性が指摘 されるわけである。合目的意思決

定をするためには合理的な意思決定過程が必要であり,

MISの 存在理由がここにある。しかし,企 業は技術革

新の導入による固定資本の拡大化の反面,社 会的責任を

含む対外的諸条件の変化によって,意 思決定過程のシス

テムも複雑化するに至 っている。とりわけ利潤極大化を

目的 とした過去の企業経営の単一目的が,現 在において

は社会制度の複雑な関係への発展によって,社 会的責任

を含む多元目的に変 ってきた。この現象は,意 思決定過

程をより複雑困難なものにしている。それだけに意思決

定過程をシステム体系によって把握 し,解 明することの

重要性がより一層大 きな課題 として取 りあげ られるので

ある。

今日の生産計画における意思決定過程の特質の一つに

ProductionOrientedか らSalesOrientedへ の変貌

がある。ProductionOrientedは,研 究開発一→生産

一 →販売 という生産本位の指向性をもつのに対して,

SalesOrientedは,有 効需要一 →研究開発一 →生産一→

販売 という市場性を指向するものである。 この変貌は需

要サイ ドの強力な変化に基づ くものに外な らない。

従来の大量生産は,見 込生産あるいは在庫生産 として

需要の画一一化,製 品の標準化を前提 とした生産計画がな

されてきた。 ところが,経 済社会の発展 と所得水準の向

上は,需 要の多様化を促進してきている。他方,技 術革

新による製品のライフサイクルの短縮化は,従 来の生産

計画の意思決定過程を基本的に変動せずには置かない。

一6一

σ

{

一 一_、. ・メ、

,塩 ・sぷ 』 』嵐 山"w'LE,X
認'継 詩 経 顕 露 漁,。、、. 。議.



/1PZ)ECジ ャー ナ ル

また,需 要の多様化は,商 品を単体商品か ら複合商品に

移行する傾向を広めている。 これ らの外部的条件を無視

して,生 産計画の意思決定過程を解明することはできな

い。

企業における目的の多元化と,経 営外的条件が変化し

ている現状において,対 象を生産計画に限定して も,そ

の意思決定過程を一般化することは困難であるといわな

ければな らない。 もちろん,一 般化することはより理論

的になるけれども,経 営の実践行動を前提 とする限 り,

そのモデルが実際に役立つ ものでなければな らない。 こ

のように業種が異な り規模や市場性が相違すると,経 営

活動の内容は多様化せざるを得ないのである。それは,

企業経営目的の多元的目的化 と,経 営者の主体的行動に

よるか らに外な らない。

2.意 思決定機構解析のためのアプローチ

意思決定 とは,本 来個人が行な うものであ り,そ の限

りにおいてはモデル化することはできないものである。

「決定 と責任は常に個人にある」 とSloan氏(1918年

GM入 社,1966年 死亡)は いっている。Sloan氏 は 「組

織は決定を行なわない。その機能は,設 定 された基準に

基づいて一つの枠を与 えることであり,そ の枠内の秩序

正しい方法で決定が下されるようにすることである。決

定を行ない,そ れ に対する責任を負 うのは各個人であ

る。」 と,そ の著書 「GMと ともに」のなかで述べてい

るが,こ の言葉には重みがあり説得力がある。Sloan氏

は偉大な成功者であるが,成 功の要因について次のよう

に述べている。 「なぜ,あ る経営は成功し,あ る経営は

成功しないかを述べることはむずかしい。成功や失敗の

原因は,根 深いところにありまた複雑である。そしてチ

ャンスが一つの役割を演ずる。しかし,私 は経験によっ

て次のように確信するに至 った。事業の責任者によって

2つ の重要な要因は,MotivationとChanceで あると

い うことだ。」「各種の責任を分類 し,最 善の方法でこれ

らの責任を課すのに,は っきりした手 っとり早い規則は

ない。会社の責任 と事業部の責任 との間のバランスは,

決定 される事項,当 時の環境,過 去の経験,関 係する経

営者の気質や手腕によって変化するのだ。」 この言葉は

少な くとも経営を行な う上での意思決定についての基本

的 な特 質 に つ い て触 れ て い る とい え る。

一 般 に
,よ く知 られ た概 念 とし て意 思 決 定 を,

(1)ProgrammedDecision

(2)Non-ProgrammedDecision

の2つ の タ イ プ に分 けて 考 え る こ とが で き る。 実 際 に,

この2つ の タイ プの 間 に は厳 密 な境 界 が あ る の で は な

く,こ れ らを両 端 に もつSpectrum-Bandを 形 成 す る

と理解 され てい る。 こ こで試 み よ う と して い る そ れ は,

(1)の局 而 か らの ア プ ロー チ を して,問 題 の 構 造 を可 能 な

限 り明 確化 し,曖 昧 な 問題 意 識 の 分 野 に秩 序 を与 え,シ

ス テ ム化 に よ って そ の解 決 の プ ロセ ス を模 索 す る こ とで

あ る。

人 間 の英 知 は,こ の20世 紀 後 半 に お い て 一 つ の新 しい

次 元 を 開拓 し つ つ あ る。 これ につ い てForrester氏(M

IT教 授,イ ン ダ ス トリアル ・ダ イ ナ ミック ス の提 唱 者)

は 著 書 のな か で 「経 営 は,経 験 に 支 え られ た個 人 的 技術

か ら,そ の 根 底 をな す原 理,構 造,科 学 に基 づ く専 門知

識 へ と移 りつ つ あ る。」 とい っ てい る。 そ して,「 将 来 の

経 営者 に と って の難 問 は,改 善 された 企 業 を設 計 す る こ

とで あ る。 これ を実 行 す るた めに 経 営 者 は,き ま り きっ

た意 思 決 定 や短 期 的 戦 術 よ り も,戦 略 に 関 す る重 大 な 意

思 決 定 に専 念 すべ きで あ る。 彼 は 重 要度 の 低 い 定 型 的 な

意 思 決 定 を政 策 の支 配 下 に お くこ とに よ って,そ れ か ら

手 を引 くべ きで あ り,そ うす る こ とに よ って こそ,マ ネ

ジ メン トの 未 開 拓 分 野 を探 求 す る余 裕 が 生 れ る の で あ

る。 」 と主 張 し てい る。

現 代 は,変 化 しつ つ あ る時代 とい う よ りは,激 し く揺

れ 動 い てい る時代 で あ る とい った方 が よい で あろ う。 経

営 者,管 理者 に と って必 要 と され る こ とは,急 激 に成 長

し,ふ くれ 上 った現 在 の経 営 を,い か に効 率 よ く維 持 し

さ らに,明 日へ の展 開 を い か に考 え るか とい う こ とでは
、

な い か と思 わ れ る。

3.意 思決定機構解析の狙いとその特徴

ここでは,生 産情報システム,な いしは生産管理のシ

ステムにおけるPlanningMISを 意思決定過程を含む

情報処理体系のなかで把えようと試みる。

生産会社でのPlanningMISの 特徴は,利 益計画 と

広い意味での生産計画 とが 中枢 をなす とい うことであ
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る。 これ を算 式 で述 べ れ ば,ま ず,

売 上 高=総 費 用+計 画 利 益

の 中 で,計 画 利 益 か ら売 上 目標 が追 求 され る。

一 方 ,生 産 計 画 は,次 の 式 を基 に 決 め られ る。

生 産 高=売 上 高+期 末 在 庫 一期 首 在 庫

これ は,在 庫 方 針 を か らみ合 わせ て売 上 目標 か ら生 産

計 画 をた て る考 え 方 で あ る。

これに 対 し て利 益 計 画 で は,

利 益=売 上 高 一総 費 用

か ら売 上 の増 大 と費用 の削 減 が追 求 され る。

売 上 高 をい か に 決 め るか とい う問題 は,利 益 計 画 と生

産 計 画 を関 連 させ な が ら決 定 して ゆ く。 ま た,利 益 目標

を決 め て販 売 計 画,生 産 計 画 を た て る ロジ ッ ク もあ る。

そ の 他 の計 画 は付 随 的,派 生 的 に た て られ て ゆ く。

利 益 計 画 と生 産 計 画 を た て る前 提 とし て需 要 計 画 が あ

る。 本 来,需 要計 画 が あ って,売 上 高 が決 め られ る とい

うの が 本 筋 で あ るが,こ れ らの 関係 に つ い て は計 画 の た

て方 の 主 体 が ど こに あ るか に よ って,そ の仕 組 も違 って

く る。 しか し,い ず れ にせ よ生 産 会 社 で の意 思決 定 の 特

徴 は利 益 計 画 と生産 計 画 とが 中心 に 展 開 され て 行 く と こ

ろ に あ る。

さて,こ こに意 思決 定過 程 を解 析 す るた め に,そ の局

面 を際 立 った3つ の フ ェイズ か ら把 え る こ とに し よ う。

それ は,

ω 目的 を明 確 に す る こ と

② 多 くの 可 能 な 行 動 の 仕 方 を見 出 す こ と

(3}そ れ らの 中 か ら特 定 の 行 動 を選 び だ す こ

の一 連 の過 程 で あ る。 問題 に よ って は,こ の 中 の(1),②

に ウ ェイ トが か か る こ と もあ る し,{2),(3}が 検 討 の 中心

に な る こ と もあ る。 これ らに は,

{1)Whatistheproblem?

{2}Whatisthealternatives?

(3)Whichalternativesisbest?

とい う言 葉 を対 応 させ る こ とが で きる。 ここで,こ の3

つ の フ ェイ ズ を は っ き りとプ ロセ ス で あ る と し て 把 え

て,そ れ ぞ れ に

口}問 題 発 見 的 プ ロ セ ス

② 目標 設 定 的 プ ロ セ ス

㈲ 問 題 解 決 的 プ ロセ ス

とい う名 称 を与 え る こ とに す る。 これ らの 相 互 関 係 を図

1に 示 す 。

これ らの3つ の プ ロセ ス を前 述 の 言 葉 に あ ては め てみ

る と,図2,図3,図4の よ うな プ ロセ ス ・フ ローー－flS表

現 で き る。

これ らの プ ロセ ス を繋 ぐもの が意 思決 定 で あ る。 そ れ

を 図 上 で はDicision-Boxで 示 して あ る。 これ らは全 体

と し て一 つ の 意 思 決 定 を示 して い るが,同 時 に そ れ ぞ れ

の プ ロセ スの 内部 で も意 思 決 定 が 行 な わ れ てい る。 テこだ

し,そ れ らは あ らか じめ定 め られ た 手続 きに よ る限 られ

た範 囲 の もの で あ る。 あ る一 つ の 方針 が打 出 され て行 動

問題発見的
プロセス

目標 設定的

プロセス

Yes

図1意 思決定 プロセス

問題解決的
プロセス

NoYes

Go

部t

図2 、問題発見 プロセス

Problem

and

Object

Whatisthe

alternatives?

lastProblem

processwithob"ect

－8-・

Setof

alternatives

andmethods

図3目 標設定的 プロセス'

next

process

Whichaltematives
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Setofl
ast
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P「oceSSand皿 ・th・己・

.
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の仕 方 が 定 ま る ま でに は,そ れ らWhat?やWhich?

を十 分 吟 味 し て ア ウ ト ・プ ッ トを出 す 作 業 が 必 要 で あ

る。 この 作 業 は,お そ ら くプ ロジ ェ ク ト ・ス タ ッ フが 行

な うこ とに な るで あろ う。 それ は,図5に 示 す意 思決 定

過 程 の 各 フ ェイ ズ 間 で,あ るい は 各 計 画 の 間 で調 整 の た

め の検 討 が何 度 とな く行 な わ れ て提 出 され る こ と に な

る。 そ して,そ れ らの 作業 の結 果,提 案 され た ア ウ ト ・

プ ッ トを検 討 して決 定 を 下 す の が,ト ッ プの 仕 事 に な る

の で あ ろ う。

この 図式 に よ って 明 らか に し た い こ とは,意 思 決 定 を

行 な うの は モ デル で は な く,あ くま で も個 人(人 格)で

あ る とい う こ とで あ る。 この モ デル は,単 に その 構 造 を

描 きだ し て い る に す ぎな い 。モ デ ル が で き る こ とは,決 定

や 判 断 の 助 け とな る情 報 を提 供 す る こ とま で で あ って,

決 定 を行 な う方 法 や,ま し て その 結 論 ま でを 求 め よ う と

す る もの で は な い。

4.お わ り に

以上,生 産情報システムを経営に役立てるための意思

決定過程を解析して,典 型的な意思決定モデルを構築し

ようと心掛けて きたが,本 文中に何度 となくふれてきた

ように,決 定その ものは個人が行な うもので,一 定の基

準や規範をお くことはむずかしい。そして,そ れが トッ

プ ・マネジメントに近づ くに従 って重要にな り,抱 えに

くい ものになって行 くため,今 回ここに十分検討しつく

されたものを紹介することができなかった。 ここではあ

る一つのパターンとしての意思決定機構の構造 と比較的

長期の3つ のフェイズか らなる生産情報システムの意思

決定過程を提案 したにとどまっている。

この種のモデルを作 る場合は,PannlngMISを 意思

決定段階のシステムと考えるより,比 較的レベルの高い

ところで行なわれた意思決定の結果をで きるだけ実行し

易いよ うシステム化する,い わゆる計画段階の ものであ

ると理解した方が,モ デルの構築がし易いようである。

すなわち,目 的や制約条件があらかじめ設定 された計画

機能の中における意思決定を取扱 った方が,シ ステム的

にまとめ易く,具 体的なモデル としても理解 され易いよ

うに思われる。

問題 発見的

長 期 計 画

目標設定的

長 期 計 画
問 題 解 決 的

長 期,}ll由1
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図形処理における隠れ線消去の技法

「デ ィス プ レイ ・シ ス テ ム の研 究 開 発」 の 一 環 と し て,こ れ まで にHITAC-8400,HITAC

-8811の 下 で 各種 ソ フ トウ ェア の研 究 開 発 を行 な って きた 。

現 在 まで に基 本 的 な グ ラ フ ィ ック ・オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テ ムで あ るCGOSを 完 成 し,

利 用 者 はFORTRAN等 の ハ イ レベ ル 言 語 を通 じて,高 度 な イ ン ク ラク テ ィブ ・グ ラ フ ィカル

・ジ ョブ を実 現 す る こ とが 可 能 に な って い る。

現 在,こ のCGOSの 下 で い くつ か の グ ラフ ィ ッ ク ・ア プ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラム が開 発

され て い る。(JUMPS,GRAPH工CPERT,迷 路 解 析 問題,HiddenlineProblem等)

今 回紹 介 す るHiddenlineProblem(隠 れ線 消去 問題)も そ の一 端 で あ る。 隠 れ線 問題 は,

三 次 元 図形 処 理 に お け る興 味 あ る問題 の 一 つ と して これ ま で に も各 種 の ア プ ロー チ が報 告 され

て い るが,そ れ ぞれ 扱 う対 象,処 理 時 間 等 の点 で ま だ研 究 の 余地 を残 して い る よ うで あ る。 当

財 団 で は 一般 の物 体 お よ び二 変 数 関 数 を対 象 に 隠 れ 線 処理 を 施 し,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィス プ レ

イ また はX-yプ ロ ッタ に結 果 を表 示 す る実 用 化 プ ログ ラ ム ・パ ッケ ー ジ を開 発 した 。

σ

1.隠 れ線処理の概要

A,隠 れ線 消 去 とは

空 間 図形(三 次 元 物 体)を 表 示 す るた め に は,な ん ら

か の 方法 で二 次 元 面 に写 像 しな くて は な らな い。

平 行投 象,透 視 投 象等 が よ く用 い られ る方 法 で あ る。

この と き投 象 され た図 形 は 図6に 示 す よ うに 実 際 には 見

えな い線 ま でが 一 緒 に 表 示 され,い わゆ るwireframe

(針 金 細 工 の よ うな 形)と な り,複 雑 で見 づ らい もの と

な って し ま う。

そ こで 見 え な い線 を披 裂 図 か ら消 す 一 隠 れ 線 消 去 問 題

(Hiddenlineeliminateproblem)一 が 起 って きナこ。

B.隠 れ 線 消 去 の 対 象

隠 れ線 消 去 の対 象 とし て考 え られ て きた もの は大 き く

わ けて 二 つ あ る。 そ の 一 つ は 一 価 の 二 変数 関数,あ るい

wireframeの 例

図6

隠れ線消去をした図

は三次元の点データの集合をなめらかに結ぶ 曲 面 で あ

る。

もう一つの対象は多面体である。初めは凸多面体のみ

で,凹 多面体は凸多面体に区切て処理したが,後 に凹多

面体,複 数個の物体を対象とするアルゴリズムが研究 さ

れ(参照文献②),さ らに物体上に描かれている文字や図

形,あ るいは線分,面 なども対象としナこアルゴ リズムも

研究されて きている。いずれにせよ線分や,線 分で区切

られナこ平面を扱 うために,処 理は非常に複雑な もの とな

っている。

2.理 論的背景

A.二 変数関数曲面

一般に一変数関数は,二 次元で表示できるが,二 変数

関数は三次元の曲面 となる。 これをグラフィック・ディ

スプレイ画面やX-Yプ ロッタによって二次元面に表示

するには,曲 面を二次元的に投豪 して表示する方法 しか

ない。 この場合人間が肉眼で見た ときのように,見 えな

い線を消去する方法が次に示すアルゴ リズムである。

a)関 数の条件

(1)関 数2(X,y)は 表示する領域で(X,y)に 対し

てただ一つのZが 定まる。(一 価関数)

(2)関 数の値zの 絶対値が無限大になるときには,z

に表示上の極限を もたせる。

一10一

σ

ll

－ 。__ ..蓮麺 謹臨 』. ぷ.



」1PDECジ ャー ナ ル

b)透 視法

三次元の物体を投豪し,人 間の目で見た形に最 も近い

投象法が透視法である。 さらに形のゆがみを防 ぐナこめ,

投象面は視線 と垂直になるように定める。

C)ア ルゴ リズム

ω 曲面を表示する領域を指定 されたきざみ幅でメッ

シュに等分割する。 このメッシュ上の点に対応する関数

の値を結んだ直線で曲面を近似していく。

② 曲面上の点Aが 視点か ら見えるか,見 えないかを

調べる。視線 と関数曲線の様子は次の三つのcaseが あ

る。

case1点Aは,曲 面に隠 されて見えない。

case2点Aは,曲 面の上側か ら見える。

case3点Aは,曲 面の下側か ら見える。

一一

1'

二二砕 ・
一 /

一 「
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「

一

一
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{
l
l

lIlntlfit視1s

l|

11

1|

11

川l

l

ll

川

AaA2A3A,A5

case1 case2

況/
図7

case3

グ

どのcaseに 属 す か を決 め るに は 図8に 示 す よ うに,

定 め られ た領 域 の メ ッシ ュが視 線 を κッ 平 面 に 投影 し

た線 と交 わ る点 に お い て,視 線 と曲面 との 上 下 関係 を調

べ る。

(3)メ ッシ ュ上 で とな りあ う点 に対 応 す る曲面 上 の点

が 図7の どのcaseに 属 す るか を.E[較 す る こ とに よ って

ど こま で 見 え るか を決 定 で き る。 こ こで とな りあ う点 と

は,メ ッシ ュの 同 じ行 で とな りあ う点,ま た は 同 じ列 で

とな りあ う点 を示 す。 任 意 の とな りあ う点P,Qを 比 較

しtと き,P',Q'を そ れ ぞ れ に対 応 す る曲 面 上 の点 と

す る と次 の よ うな 四 つ のcaseに 分 け られ る。

この 例 で はA1～A3ま では 曲 面 の 方 が 視 線 よ り

上 で,A,～A5に お い ては 下}Cな るた め点Aは

case1に 属 す。

図8

case① 点P',Q'は 共 に 見 えな い。 実 際 に はP,

Q間 に見 え る点 が存 在 す る こ と もあ るが,そ れ は き ざみ

幅 を適 当 に小 さ くす る こ とに よ って防 ぐこ との で き るの

で,点P,Q間 は全 て見 えな い もの とす る。

case② 点P',Q'は 共 に 見 え る。 実 際 に はP,Q

間 に見 えな い 点 が 存 在 す る こ と もあ るが,case① と同

様 の 理 由 で,P,Q間 は全 て 見 え る もの とす る。

case③ 点P'が 見 えて,点 .Q'が 見 え な い場 合 を

考 え てみ る。

見える 見 え ない
;・一ー ー－Q－

P

`

R(ハ〆R(⑨}R《2)

」

Q

べ case1 case2 ca8e3

case1 case① case③ case③

case2 case③ case② case④

case3 case③ case④ case②

図9

PQ間 に お い てPR間 は 全 て 見 え,RQ間 は 全 て 見

え な い よ うな 点Rを 見 つ け るの に 次 の よ うなbinary

s6archを 用 い る。 ・

-11一
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①PQ間 の 中 点R(1)が 図7の どのcaseで あ るか を

調 べ る。

②R(1)のcaseがPのcaseと 一致 し た と きは,

R(1)とQと の 中 点 をR(2)と す る。R(1)のcaseがQの

caseと 一致 した 時 はR(1)とPと の 中 点 をR(2)と す る。

上 記2)を 二 分 しな が ら繰 り返 し,

IR(t)-R(t+1)1<ε(こ こで ε は精 度 を表 わ す)

とな った 時 のR(t+1)をRと す る。

case④ 点P',Q'は 共 に見 え るが,図7のcase

が 異 な る場 合 で あ り,図10に 示 す よ うにPQ間 に 見 えな

い 部 分P*Q*が 存在 す る。

見えないQ"見 える見えるP幹
P{一－ Q

-

図10

よ ってPP*間,QQ*間 が全 て 見 え る よ うなP*,

Q*を 求 め れ ば よ い。 方 法 はcase③ と同 様 にbinary

searchを 用 い る。

(4)㈲ の 方 法 で全 て の メ ッシ ュ間 に つ い て行 な う。

3.多 面 体(R.Galimbe杜i&U.Montanariの

ア ル ゴ リズ ム)

C)ア ルゴ リズム

(1}各 面が視点から見て表側を向けているか,裏 側で

あるかを判断する。面は表側から見て右まわりに点を並

べて定義することを利用 して内向き法線を求め,視 点の

位置 と比較する。

② 次に辺の凹凸を判定する。辺を構成する二平面の

法線の外積と辺のベク トルの内積の値により決まる。

③ ここで消去で きる辺は次の条件を満す。

① 辺が二つの裏向 きの面の交線である。

② 辺が裏向き,表 向きの面の交線であり,同 時に

凹の状態である。

(4)も し一つの凸物体を対象 としているのであれば,

(3}以 外の辺は見え,処 理は終了する。しかし凹物体,

あるいはい くつかの物体を対象 としているときには次の

㈲ 以下の処理を行な う。

(5)処 理を始める点Pを 選び,視 点から見てその点を

隠す表向きの面(こ れをnatureと 呼ぶ)を 数える。

B

E

A

三 次 元 物 体 を 人 間 が 見 た と きに は,隠 れ た線 が 見 え な

い の は 当 然 だ と思 わ れ るが,コ ン ピ ュー タで は どの よ う

に 処 理 され るか を述 べ ナこもの が 次 の アル ゴ リ ズ ム で あ

る。

a)多 面 体 の条 件

ω 平 面 で 構 成 され て い る。

② 閉 じ てい る物 体 で あ る。(辺 が 二平 面 の交 線 で あ

る)

b)透 視 法

視 点 がx軸 上 に な る よ うに 物体 を 回転 し,x=OSP面

に投 象 す る。 視 点 の座 標 を(Xo,0,0,1),任 意 の 点 を

(x,夕,z,1)の 同 次座 標 で表 わせ ば,投 象 後 の 新 座 標

(X,Y,Z,1)は 次 の よ うにな る。

一 一 ⊇(§}糟

C

D

例 え ば点Eに 関 す る

natureは △ABCで あ る

図11

点PのnatureFは 次 の条 件 か ら求 ま る。

① 面Fは 表 向 きで あ る。

② 投 象面 上 で 点Pは 面Fの 内 部 に あ る。

③ 面Fは 点Pと 視 点 の間 に あ る。

(6)こ こでwinninglosingと を 定義 す る。winning

とは 視 点 に,よ り近 い こ とを表 わ し,10singは 視点 に,

よ り遠 い こ とを表 わす。 この こ とを用 い て点Pの 近 傍 の

点P'のnatureを 求 め るの だ が三 つ のcaseに わ け ら

れ る。

case1点Pが 凸 でwinningな 交 点 で あ る と き,

点PのnatureをH,P'のnatureをHnと す れ ば,

Hn=・H

とな る。(図12)

case2点Pが 凹 でwinningな 交 点 で あ る と き,点

Pt12～

L _一..A, 、し'・ ㌦,穴 ご 亘 、 。プ ・

σ

ず

蓮
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PnP

Si

H=Hn=φ

図12

P

G={α,β}G'={α}

H==φHn=・H十G'={α}

図13

φ=G「

}

H

4

b

=

1

卜

臓

図

め

α

=

=

H

G

Pを 含 む表 向 きの 面 の 集 合 をGと す れ ば

Hn=H十Gノ(G'⊂G)

とな る。

こ こでG'はP'に お い て(5)の 方法 で求 め たnatureを

表 わ す(図13)

case3点Pが 凸 でlosingな 交 点 で あ る と き

H=HnUJ

H=H-Gヵ(Gn⊂J)

ここ でJは 点Pに 対 し てwinningな 辺 を 構 成 す る面

を表 わ し,そ の うちの 表 向 きの 面 がGnで あ る。(図14)

点Pに 対 して 一 つ 以 上 のwinningな 辺 が あ るか,あ

るい は点Pが 凹 で あ るな らば すべ て のJお よ びGに 対 し

て処 理 し な け れ ばな らな い。

(7)処 理 対 象 とな る辺 を順 次 調 べ てい く わ け だ が,

natureは 投 象 面 上 で 交 点 での み 変 化 す る。 交 点 の状 態

は次 の五 つのcaseに わ け られ る。 こ こで交 点 の 左側 の

natureをH,,右 側 のnatureをHrと す る。

case1交 点 がwinningで あ る と き,

H,'=Ht

case2-1交 点 がlosingで,対 す る交 線 の端 点 でな

い と き,Jの 一 つ元 し か含 まずJ⊂H,な らば,

H,=・H-」,

Jが 一 つ の元 し か含 ま ずJ⊂Hiな らば

H。 ・Hi+J

case2-2Jが 二 つ の 元 を含 みJ={j`,jr}と しkと

き,必 らず 一一・・一つ がHiに 属 す。 それ を 」`と す れ ば

H,=(Hi-{jt})+{jr}(図16)

case3-1交 点 が10sillgで,対 す る交 線 の 端 点 で あ

る と き,調 べ て い る辺 と交 線 が 重 な って い な けれ ば,交

図15

点 の まわ りを図15の よ うに 回転 させ る。

辺 に あ わ な け れ ば

H,==Hl

もし あ え ばcase1,case2の 場 合 と同 様(図17)

case3-2辺 が重 な りあ って,

J⊂ 且`な らばH,==Ht-J

J⊂H`な らばH,==Ht+J(図15)

処 理 の始 点Pか ら順 次 連 な る辺 に沿 ってnatureの 変

化 を調 べ て い け ば,交 点,端 点 での み 調 べ れ ば よい こ と

に な る。 ま た 同 じ点 で一 つ 以 上 の 交 点 が 重 な って い る と

き,そ の点 でのnatureの 変 化 は す べ て の交 点 に対 す る

変 化 を総 合 した もの で あ る。 ・

3.Loutrelの ア ル ゴ リズ ム

し

GailmbertiとMontanariの アル ゴ リズ ム に改 良 を

加 え て,1970年Loutre1の アル ゴ リズ ムが 発 表 され た 。

改 良 点 は次 の とお りで あ る。

まず 辺 は,次 の 四 つ分 類 す る。

H,:二 つ の構 成 面 が共 に裏 向 きで あ る。

H2:裏 向 き と表 向 きの 面 の 交線 で,視 点 か ら見 て裏

向 きの 面 が 手 前 に あ る。

H3:H2の 条 件 で 表 向Lきの面 が手 前 に あ る。

一13一
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S,

α

β

Q, Q2

S《

Q3

Q, α

Q)＼
、
＼

＼

、
　

β ＼

S、Q,

α

Q2 β

Q1に お い て

Hl=φJ{α}Hr=(Hl－ φ)+{α}=={α}

Q2に お い て

Ht={α}J={α,β}Hr=(Hl-{α})十{β}={β}

Q,に お い て

Ht={β}J={β}Hr=(Hl-{β})十 φ=φ

図16

Q1に お い て

HFφJ={α}

Hア=φ 十{α}={α}

Q2に お い て

H`={α}J=={α,β}

Hr={α}一{α}十{β}={β}

図17

Q,に お い て

Hl==ipJ={α}

Hr=φ+{α}={α}

Q2に お い て

H`={α}J={α,β}

Hr={α}十{β}=={αfβ}

図18

σ

H、:二 つ の 構成 面 が共 に表 向 きで あ る。c)実

これ らの うちH1,且2は 見 えな い 辺 で あ る。H3,H4

に関 して 調 べ るが,H2とH3と の 交 点 に つ い て だ け

natureの 変 化 を調 べ れ ば よい 。 まナこ点 が 且4タ イ プの

辺 の み で 構 成 され て い る と き,そ の点 でのnatureの 変

化 は な い 。

以 上 の 改 良 を 施 す こ とに よ って,あ る程 度 時 間 の短 縮

が可 能 に な る と思 わ れ る。

4.プ ログ ラム ・パ ッケ ー ジ

開 発 し た プ ログ ラム は二 変 数 関 数 と多 面 体 を対 象 とし

た もの で あ る。

A.二 変 数 関 数 プ ログ ラ ム

a)機 能

二 変数 関数 曲面 の実 態 を把 握 しや すい よ うに 隠 れ線 を

消 去 しtt投 象 図 をグ ラ フ ィッ ク ・デ ィス プ レイ,X-Y

プ ロ ッタ に表 示 す る。 また 三 次 元 デ ー タを補 間法 な どに

よ っ て メ ッシ ュ上 の 全 ての 点 に 値 を もた せ れ ば,こ の パ

ッケ ー ジ は応 用 で きる。(例 え ば地 形 図 な ど)

b)入 力 デ ー タ

(1}関 数 はFORTRANのFunctionサ ブ プ ログ

ラム で与 え る

(2)領 域,お よ び 各方 向 の きざ み幅

{3)ス ケ ー ル ・フ ァ クタPt

(4}視 点,投 象 面 ま で の距 離,視 線 の方 向 余 弦

一14一

例 グ ラ フ ィ ック ・デ ィプ レイ に よ る表 示

照臨
＼芯<"＼ ㌧ノ

∵/〉 ㌧タ
＼力㍉ρ

Z=1.2/PA十1.5/PB十1.0/PC-0.8/PD-1.2/PE

A,B,C,D,Eは 定点P(X,Y)の 距 離 関 数
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①

データ を入力 デー タ構造作成 面の向 きを調べ る

↑'

●

)● 辺の凹凸 を調べ る
隠 れる線を

分 類す る

●

凸物体
●

●

処理終了
回転

● デー タを回転

↓ ↑

見える可能性 があ

る辺土 の点のnat・

ureを 求め る

見 える可能性 があ
る辺に沿 ってnat-
ureの 変化 を調べ

る

図19処 理 過 程

①

●

B.多 面体プログラム

a)機 能

凸多面体,凹 多面体またはそれ らの集まりを対象に処

理している。面には窓(虚 面)が あって もよい。物体を

いろいろな角度か ら見 られるように,任 意の点を中心に

連続的に回転で きる。

b)処 理過程(図19)

c)入 力データ

ω 各点の座標

(2}各 面 を構成する点の並 び(虚 面 も含む)

③ スケール ・ファクター

㈲ 視点

㈲ 物体の平行移動

⑥ 回転角度,中 心点,回 転回数

(7)物 体の個数

d)デ ータ構造

データ構造を作成するための入力データとしては点の

座標 と面を構成する点の情報(面 を表側か ら見て右まわ

りに点を並べる)だ けで点,面 を表わすpointテ ーブ

ル,faceテ ーブルが 作成 される。 その情報をもとに,

辺を表わすedgeテ ーブルが作成 される。図20に 各テー

ブルの関連を示す。

ー

ウ

右

ー

1

ー

一

－

edgeテ ーブ ル1

.1
3 7

(辺を端点で定義)

1

2

1
1
-
1
`
1
-
1
1
1

edgeテ ーブ ル2
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劇2122座ピ劇動物座0

)標碗
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帯
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り
右

(facテ ーブル 作成 の
ため のworkテ ー ブル)

-
〆

}

「

一

－

knk

1,2,・ ■■… 一■■■・・1ま

各 々 のintemalname

を 表 わ す 。

(辺を構成面で定義)

(面の構成点)

図20各 テーブルの 関連図
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e)実 例X-Yプ ロ ッ タに よ る表 示

wireframeの 例 隠れ線消去を作図

σ
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、 、 、 スライ ド 「やさ しいコボル」 ご案内

このス ラdド は,プ ログラミングの初心者が約30時

間の講義および演習でCOBOL(コ ボル)に よるプ

ログラムの作成技術を体得することをね らいとしてい

る。

■このスライドの特長

Lプ ログラミング,計 算機,数 学などの知識のまっ

た くない初心者を対象とし,や さしい処理か ら順次

に解説している。

2.は じめに,や さしい例題のまとまったプログラム

および復習のための練習問題がある。練習問題は,

例題プログラムをなぞって書いていけば,し ぜんに

完成す る。

3.例 題のプログラムと練習問題 とは,実 際の仕事の

プログラムに応用できるように,基 本的なパターン

を選んである。

【 ・A◎ 白、 ■∨ 、

く

㌧ ㌔ 欝 ㌘ 禦 ㌘:㌶1

各命令のはtらきが詳細に示・れてい・・1
5.ス ライ ドに あ わせ て,録 音 テ ー プ と教 科 書 とが あ 入

り泊 酬 ・も,学 校や社内での研馴 ・も,好 副

|
な 教 材 で あ る。

6.コ ボ ル規 格 に厳 密 に あわ せ て あ り,ど の コ ン ピ ュ

ー タに もそ の まま 適 用 で きる
。 これ ま で の どの 教科

書 に も説 明 し てい な か った 事 項 も入 って い る。

7.ソ ー ト(分 類),リ ポ ー トライ タ(報 告 書 機 能),ラ

ンダ ム ・ア ク セス(乱 呼 出 し)に 重 点 を お い て 構成

して あ る。

頒 布 価 格46,000円

貸 出 し料(1日)1,000円

(カ ラー,222コ マ テー プ 付)

ノ
～

ず

`

1
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教 育

コ ン ピ ュー タ ・トッ プ ・セ ミ ナ ー の 開 催

●

最近 におけ る社会経済活動 の多様化 ・高度化 にと もない,コ ンピュータを中心 とす る情 報処理

の重要性 の認識 が深 ま りつつあるが,そ の よ り効果的な活用 をはか るためには,官 公庁 ・企業 な

どあ らゆる組織体の トップ層の正 しい理解 と指導性の発揮が強 く望 まれてい るところで あ る。

この よ うなす う勢の もとに,当 財 団では,情 報処理に関す る啓蒙普及活 動の一環 として,(社)

日本電子工業振興協会 との共催の もとに昭和45年 度以来,主 として政府 ・各省庁 お よび関係諸 団

体の トップ層 を対象 としナこ,「 コンピュータ ・トップ ・セ ミナ ー」 を実施 してい るが,引 きつづ

き和46年 度にお いて も3回 の開催 を計画 し,そ の うちすでに2回 実施 した。以下 その概要 を紹介

す る。

"&ぷ 仲 ぷ 、、、
?

`

{

…

i

1.ね ら い

このセミナーは,と もすれば日頃 コンピュータについ

ての,体 系的教育を受ける機会の少ない企業官公庁の高

級幹部の方々の,コ ンピュータ ・アレルギーを少しで も

取除 こうとい うね らい もとに,幹 部 として必要なコンピ

ュータお よびその利用についての基本的な知識概念の習

得を目的 としている。

また,研 修の方針としては,抽 象的な論議よりもむし

ろ具体的,実 践的な内容に重点をお くこととして,あ ら

かじめコンピュータと情報処理についてなんらの予備知

識 が な くて も理 解 で き るよ う,十 分 な 配 慮 を 行 な った。

2.実 施のための準備
」

当財団内に国産 メーカー各社の専門家よりなる実行委

員会(構 成 メンバー表1)を 設け当セ ミナー実施のため

の基本方針,カ リキュラムの基本的構成内容などを審議

決定した。また,テ キス ト作成委員会(構 成メンバー表

2)を 別途設置し,先 の実行委員会の基本方針に基づい

て,数 回にわた り,そ の教育方法,テ キス ト内容など詳

細についての検討を行ない,さ らに実習についてはあら

かじめリハーサルを行な うなど,準 備に万全を期した。

一17一
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3.実 施 状 況

㈹ 第1回

期 間 昭和46年9月16日 ～18日2日 半

場 所 東京郵便貯金会館(講 義,宿 泊共)

機械振興会館(機 械実習)

参加者 各省庁(表4)高 級幹部 計15名

(B)第2回

期 間 昭和46年9月21日 ～23日2日 半

場 所 的に同じ

参加者 各省庁(表4)高 級幹部 計16名

研修内容,研 修スケジュール等は表3の とお りである

が,以 下,順 を迫って,実 施内容とその状況を紹介しよ

う。

(1)第1日

午前8時30分,受 講者全員(第1回15名,第2回16名)

の出席のもと当財団役員の挨拶,オ リエンテーシ 。ンの

表1実 行委員会委員

川 谷 幸 麿 富士通㈱

高 崎 勲 日本電気㈱

中 里 亘 志 沖電気工業㈱

永 野 元 義 東京芝浦電気㈱

松 永 一 雄(財)電 子工業振興協会

宮 沢 慎 介 ㈱日立製作所

吉 原 尚 三菱電気㈱

高 橋 澄 夫(財)日 本情報処理開発センター

あ とハ ー ドウ ェア ・ソ フ トウ ェア両 面 の基 礎 的 知識 の 説

明,つ づ い て,コ ン ピ ュー タ に つい て,真 に 親 しみ を 増 す

た め に は,コ ン ピ ュー タ を動 かす た めの プ ログ ラ ミング

を理 解 し,実 際 に プ ログ ラム作 成 作 業 を し て も ら うこ と

が 一 第 の 近 道 で あ る との考 え か ら,COBOLに つ い て 例

題 を もとに 説 明 が行 な わ れ,こ の講 義 の 後,実 習 問題 が

提 出 され,実 際 に フ ロー チ ャー トか らコー デ ィング と プ

ログ ラ ムの作 成 が 行 わ れ た。 これ の指 導 に は,数 人 の イ

ン ス トラ クタ ー が 当 た った。 問題 が 与 え られ る と,コ ー

デ ィ ング ・シ ー トを 前 に 受講 者 全 員,真 剣 な 面 持 で これ

に 取 り組 み,早 い人 で21時 頃,遅 い人 は,23時 頃 ま で悪

戦 苦 闘 が つ づ け られ た 。

表2テ キスト作成委員会委員

② 第2日 目

これか らの幹部に,特 に要求 されるシステム的愚老能

力の重要性を とりあげ,シ ステムとは何かについての一

般理論 と,シ ステム設計の方法,手 順などの説明が行な

われた後,ケ ース ・スタディとして,あ る食品会社をモ

デル とした具体的なシステム設計について若干の演習を

まじえなが ら講義が進め られた。コンピュータ入門,プ

ログラミング入門,シ ステム設計入門と前 日以来の講義

にいささかうんざりしi頃(午 後3時 半頃から)い よい

よ機械実習に入 った。実習はデバッギングと当財団各機

器などの操作の二つに大別 されてお り全体を2班 に分け

て夕食をはさんで交替するシステムをとった。

司

彦

男

雄

爾

一

久

信

英

国

弘

俊

義

井

谷

谷

井

本

内

川

石

渋

中

深

古

、

小

日本電気㈱

富士通㈱

三菱電機㈱

東京芝浦電気㈱

沖電気工業㈱

㈱日立製作所

(財)日本情報処理開発センター

(a)デ バ ッギング

前日,各 自の作成したプログラムがすでにカー ドにパ

ンチされてお り,こ れが各 自に手渡たされ簡単なデバッ

ギングの手順の説明がなされた。機械室では,担 当イン

ス トラクターの指導のもとにあ らかじめ操作手順を示し

たマニュアルにしたがい,各 自みずか ら操作 を 行なっ

た。結局,一 回でパスするものは殆んどな く,平 均して

2～3回 のランを実施した。しかしなが らランの繰近し

を通 じ研修生は問題箇所の検討,修 正など幾度 も取組ま

され,講 師との間の交流が活発にな り,マ ンツウマンの

効果は大であった と考えられる。後述の受講生の感想に

もあるとおり,こ の様な実習によってコンピュータにつ

いてなにか実感 としてつかめたような気がすると神々好

評であった。
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●

表3実 施 内 容

第1回 第2回 時 間 概 要 内 容

オ リエ ン テ ー シ ョン

コ ン ピ ュー タ入 門

一 ー ー－AA

ハ ー ドウ ェア;人 間 が 仕事 をす る場 合 ,コ ン ピ ュー タに 仕 事
を させ る場合

S46 S46 8:30 ソフ トウ ェア;ソ フ トウ ェ ア とは,プ ロ グ ラ ミング ・シス テ

9月16日 9月21日 ～
ム,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

...-

(木) (火) 21:00 プ ログラ ミング入門 入 力 デ ー タ ・デザ イ ン,出 力 デ ー タ ・デ ザ イ ン

プ ロ グ ラ ム 仕 様,プ ロ セ ス ・フ ロ ー チ ャ ー ト,

プ ログ ラム ・フ ロ ー チ ャ ー ト,記 憶 装 置 の配 分

実習問題(COBOLに よるコーデ ィング)

シス テム設計入門 シ ス テ ム一 般 論;シ ス テ ム とは,シ ス テム の 特 質 と シス テ

ム工学,シ ス テム設計で対象 とす るシス
8:30 テムの要件,情 報処理 シス テム

～ システム設計;シ ス テム設計 とは,シ ス テム設計の方法

15:00
・手 順

9月17日

(金)

9月22日

(水)

ケース ・スタデ ィ;現 状分析,機 能分析,概 要設計,機 械処

理設計,シ ス テム評 価

15:00 機 デバ ッギ ング 各 自の作成 したプ ログラムを機械に よ り処理をす る

～ 械

21:30
実
習

TSS,グ ラ フ ィッ

ク等 の 機 器 操 作

タ イ ムPシ ェ ア リン グ ・シス テ ム とは,実 習

グ ラ フ ィッ ク ・デ ィス プ レ イ とは,実 習

コ ン ピ ュ ー タ利 用 の 一 層 の

一^」 一 」一 ー ー ー 一_

ハ ー ドウ ェ ア と ソ フ トウ ェ アの 現 状 と将 来

理解のた めに 一人間 と機械 との むすびつ き一

8:30
一講演お よび自由討論一

企業経営 とコンピュータの利用

9月18日 9月23日
～

一 コ ン ピ ュ 一 夕 リゼ イシ ョンの産 業 に もた らす 影 響 一

(土) (木)
14:00 経営合理化 と情報 シス テム

－HIMICSを 実 例 と して 一

(HitachiManagementInformationControlSystem)
一経 営情報 シス テムの発展 一

、

(b)機 器 の 操 作 実 習

も う1組 は,機 械 実 習 とし て,当 財 団 に設 置 のFACOM

230-60,HITAC8400&8811を 使 用 し て,当 財 団 が

研 究 開 発 を 手 が け た 各種 シ ス テ ムの うち,タ イ ム ・シ ェ

ア リング ・シ ステ ム とグ ラ フ ィ ック ・シ ス テ ムの説 明 と

これ の 実 地操 作 が 行 な わ れ た 。 こ こで も各 自非 常 に興 味

深 く熱 心 に操 作 を 行 な い コ ン ピ ュー タへ の親 し み を深 め

た と確 信 し て い る。

(3}最 終 日

本 コー ス の主 目的 で あ る,コ ン ピ ュー タの 有 効 利 用 に

つ い て,よ り一 層 理 解 し てい ただ くた めに,メ ー カー,

ユ ー ザ ー な ど情 報 処 理 分 野 の 有識 者,経 験 者 を 講師(表

5)に む か え,そ れ ぞれ 表3の テー マ で体 験 談 を含 めt

講 演 の の ち,講 師,受 講 者全 員参 加 に よ るパ ネル ・デ ィ

ス カ ッシ ョンが 行 な われ た が,各 講 師,受 講 者 の 終 始 熱

心 さ もあ って,む し ろ 時間 が 不 足 す る ほ どで あ った。

4.お わ り に

この セ ミナ ・…では 表4,の とお り参加 者 の背 景,立 場

が 比 較 的 統 一 され てい た め 研 修 が きわ め て能 率 よ く行 な

われ,ま た コ ン ピ ュー タ ・メー カー の立 場 に と らわ れ な

、

表4第1回 セ ミナー研修生派遣 元

第1回 第2回

踊麟瑞 建設省

㌶跳 躍
情報処理振興事業協会

通商産業省

科学技術庁 日本電信電話公社

建設省 郵政省

中小企業振興事業団 国税庁

自治省 科学技術庁
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い中立的機関による実施であるナこめ,参 加者に自主的参

画の意識が強 く,終 始熱心に受講 され所期の目的は十分

に果したと考 えられる。

おわ りに,今 回参加 された方々か らセ ミナーの感想が

沢山寄せ られているので2～3抜 粋して紹介する。

〈 受講 生の 感 想 〉

〔1〕 部 下 に シス テ ム分 析 や バ ラ ッ クセ ッ トの プ ログ ラ

ム作 成 を 命 ず る立 場 に あ るだ け に,今 回 の 受 講 は よ

い勉 強 に な った し,将 来役 に立 つ と思 う。 今 後 と も

この よ うな 研 修 が 行 な わ れ る こ とを期 待 し てい る。

表5講 師(敬 称略 五十音順)

1.講 義,実 習指導

石井 信司 日本電気株式会社

小川 義久 財団法人日本情報処理開発センター

渋谷 英彦 富士通株式会社

中谷 国男 三菱電機株式会社

深井 弘雄 東京芝浦電気株式会社

古本 俊爾 沖電気工業株式会社

堀内 一 株式会社日立製作所

2.講 演,討 論

生田 努 株式会社日立製作所

今村 茂雄 財団法人情報処理研修センター

高崎 烈 日本電気株式会社

花岡 輝雄 株式会社資生堂

向尾 四良 株式会社日立製作所

(昭和46年 度 第1回 お よび第2回)

〔2〕 コ ン ピ ュー タ世 界 の 開 眼 に多 少 役 に 立 ち,こ れ か

らの 世 界 が 如 何 に 早 い ス ピー ドで,広 汎 に コ ン ピ ュ

ー タ化 さ れ るか を うか が い 知 る こ とが で きた。 わ れ

わ れ の 周 囲の すべ て が,シ ス テ ム化 に よ る合 理 化 が

進 む 将 来 を考 え る と,こ れ を よい機 会 とし て今 回 の

研 修 が 今 後 の 勉 強 の イ ン トロダ クシ 。ン とし て大 に

役 立 つ とと もに,コ ン ピ ュー タ ・ア レル ギ ー を もつ

立 場 に あ った のが その 中 味 を少 しで も うか が い 知 る

よい チ ャン ス にな った 。

〔3〕 初 め て コ ン ピ ュー タ研 修 に参 加 し た。 開 会 当初 に

気 合 を か け られ緊 張 の 連 続 で,自 分 な りに ハ ッス ル

し た が,プ ログ ラム実 習 でOKが 出 て内 心 ほ っ とす

る とい う採 用 試 験 の と きの よ うな思 いを20年 振 りに

あ じわ った。 い か に も 「研 修 を受 け た」 とい う実感

が残 った充 実 し た 内 容 の 研修 で あ っ た と思 う。勉 強

しな け れ ば い けな い と思 い なが ら,近 づ き難 い 存 在

の コ ン ピュー タだ った が,今 回の 研 修 で大 変 身 近 に

な り,コ ン ピュー タ とそ の利 用 につ い て具 体 的 な 糸

口を み つ け させ て くれ た。

第3次 回開催(予 定)

定 員20名

期 間 昭和47年1月20日(木)～22日(土)

会 場 東京郵便貯金会館(講 義宿泊)

機械振興会館(機 械実習)

内 容 第1回,第2回 と同じ

7v、 】へ,》 ～(_へ1Vへ.A〈 ♂。}JIPDECREPORTの 発 行 ・～ ～}》 、^〈 へ'VN..-NvpNe.t.
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情 報処理 に関す る海外 との情 報交換お よび当財団事業 は もとより,わ が国の情報処理 の実態 を広 く海外 に紹介す

るJIPDECREPORTの 総集号 を11月 中旬発行。 また12月 中旬No.8を 発行予定で ある。

編集号 日本における情報処理の実態

コンピュータ設置状況(1971年3月 末現在)

情報処理の現状

コンピュータ・システムの製造と輸出入

コン ピュータ産業

情報処理サービス業とソフ トウェア

情報処理教育の現状

情報処理の標準化

行政機関におけるコンピュータ利用

9.政 府 施 設

10.大 型 プ ロジ ェ ク ト

No.8(12月 中 間 発 行 予 定)

PartI

1.パ タ ー ン情 報 処 理 シ ス テ ムの 研究 開発

2.日 本 に お け るオ ン ライ ン ・シ ス テ ム{1}

3.コ ン ピ ュー タ周 辺 機 器 の 自由 化実 施 に 踏 み き る

Part∬

1.日 本 の コ ン ビ ュー吟歩利 用
`
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中小企業診断士に対す る情報処理教育

一中小企業指導担当者研修課程(情 報処理指導 コース)一

⑳

中小企業振興事業団では,中 小企業の経 営管理の合理 化および技術の向上をはか るために必 要

な研修 ・指導な どの事業 を行な ってい るが,こ れ ら研修事業の一環 として,昭 和37年 度以来,中

小企業診断士の養成を実 施 して きてい る。 ところで,中 小企 業庁 が実施 した昭和45年 度調査 によ

れば,将 来,コ ンピュータの利 用を考 えてい る中小企業 の数 はおよそ38万 といわれているが,こ

の ような最 近のコ ンピュータ リゼーシ ョンに即応 して,同 事業団では,昭 和45年 度か ら,「 情 報

処理 指導コース」 を新 たに設 置 し,第 一線 ですでに,中 小企業診断士 として活躍 している入 々を

対象 に,中 小企業へ経営情 報システムを導入 する際 に必要 な指導 手法の習得 をね らい とす る研修

を実施 して きた。

当財 団では,情 報処理教育事業 の一環 としてこれ までに実施 して きた各種研修の経 験 をもとに,

昭和45年 度 においては,前 記 コースの実施 に側面か ら協力 したが,さ らに効率 をたかめ るため,

本年度は,事 業団か らの委託 を うけて研修業務について全 面的に協力す ることとな った。すで に,

基礎 コース を終了 し,10月 末か ら11月末 まで応用 コースを実施 す るが,こ こに当該 コースに おけ

る研修内容な どを紹介 し,参 考 に供 したい。

1.情 報処理指導 コースの概要

A.目 的 お よび 内容

中 小企 業 診 断士 に経 営 情 報 処 理 シ ス テ ムに つ い ての

知識 を賦 与 し,中 小企 業 が コ ン ピ ュー タ を導 入 す る際

に必 要 な 指 導 ・手 法 を習 得 させ る。 全 体 は基 礎 コ ー ス

(前 期),応 用 コ ー ス(後 期)に 分 れ,各1回 開 講 す る。

定 員は 各30名 。

B.受 講 資 格

(1)現 在,中 小 企 業 診 断士 と して登 録 を うけ,診 断指

導 事 業 に 従 事 して い る者 。

(2)原 則 と して,年 令35才 ま で の者 。

(3}原 則 とし て,応 用 コー スの 受 講 者 は 基 礎 コー スの

修 了 者 に限 る。

C.時 間数

(1}基 礎 コー ス20日 間,120時 間

(講 義90時 間,実 習30時 間)

(2)応 用 コ■一口ス20日 間120時 間

(講 義90時 間,実 習30時 間)

2.カ リキ ュラム の 制 定

中小企業振興事業団から,研修業務を受託した当財団

では,専 門 家 の 協 力 を 得 て,青 山学 院 大 学 経 営 学 部

鵜 沢 昌和 教 授 を委 員 長 とす る,カ リキ ュ ラム作 成 委 員会

(構 成 メ ンバ ー は,表6)を 設 置 し て以 下 の とお り,こ

の コー ス の 目標 を 明 確 に し,カ リキ ュ ラ ム内容,実 施 方

法,講 師 の 選 定 な どに つ い て検 討 を行 な った。

A.目 標

この コー ス修 了後,受 講 者 に期 待 され て い る活 動

は,

(1}各 府県 の指 導 所 に お い て 中小 企 業 の経 営者,管

理 者 を対 象 とし た情 報 処 理 普 及 の た めの短 期 の講

習 会 を開 催 す る。

② コ ン ピュー タ導 入 の検 討 に際 し て,企 業 診 断 を

実 施 す る。

(3)導 入 す る こ と とな った 企 業 に対 し,専 門 家(た

と えば メー カー の シ ス テ ム ・シ ン ジ ニ アな ど)と

協力 して,継 続 的 に指 導 を実 施 す る。

な ど とな ってい る。 したが って,こ れ ら活 動 の た め

に要 請 され る能力 は,

ω 簡 単 な短 期 講 習 会 の 開 催 に 際 し,実 施 内 容 を 企

画 し,ま た講 師 に もな れ る こと。

(2)コ ン ピ ュー タ導 入 に 際 し,い ろ い ろ な角 度 か ら

検 討 を行 な い,メ リ ッ ト,デ メ リッ トの判 定 が で

一21一
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きること。

(3)コ ンピュータの導入か ら運営にいたる各段階で

の問題点を認識してお り,専 門家と協力してその

解決のための助 言,指 導できること。

ω 共同利用 センター 設立 の リーダー となれるこ

と。

㈲ 中小企業庁が開発している中小企業むけの各種

標準パ ッケージ(当 財団が受託して開発または開

発中である。)の 内容が理解できる。

などで,こ れ ら能力の養成が目標である。

B.カ リキュラム内容

カリキュラムの内容 としては,前 記の目標をふま

えなが ら,中 小企業の特殊性を十分お りこんだもの

にするよう心掛けた。まナこ,コ ンピュータおよび情

報処理に関しては,中 小企業診断士 として最低限必

要 と考えられる共通的,基 礎的知識の習得に留意し

ナこほか,限 られナこ研修時間内で効果をあげるため,

理論的な知識よ りも,実 践的な知識技法などの習得

に力点をおいている。

基礎コースおよび応用コースの構成内容はそれぞ

れ表7の とお りである。

表6中 小企業指導担当者研修課程(情 報

処理指導)カ リキュラム作成委員会

(50音順敬称略)

委員長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鵜沢昌和 青山学院大学経営学部教授

荒井祐蔵 中小企業振興事業団研究指導員

宇野彰記(財)日 本情報処理開発センター

システム課長

木村一嘉 東京理科大学工学部助教授

塩田俊朗 ㈱インターナショナル ・システム・

サービス常務取締役

中谷道達 中小企業庁指導部指導課課長補佐

吹田 昇 ㈱協栄計算センター代表取締役

高橋澄夫(財)日 本情報処理開発センター

技術部長

一 】_、 。

表7中 小企業指導担当者研修課程(情 報処理 コー ス)

基礎 コース

○オ リエ ンテーシ ョン

1.序 説

1.企 業経営 とコンピュータ

ω コン ピュータ利用の難 しさ一 共同利用,外 部利

用,費 用が掛 る,人 員が必要な ど。

② コ ンピュータ利用 の必然性

(3}コ ンtOユ ・一夕利 用の仕方 と効果

2.コ ンピュータ利用の現状

ω 統計的資料(日 本の現状,人 員,マ シ ン)

② 有効面 と不具合面(実 例か ら技術的 は うま くい く

点,い かな い点)

{3)コ ンピ ュ'一ータ利用 の不具合面

(予想以上 に うま くいかない点)

3.コ ンピュータ利用の不具合の原因

{1}不 適切な理 解(経 営者側の無理解)

〔2}専 任者一任

4.適 切な対処法

口}全 員参加

② 適切 な理解

1.バ ーードウェアの知識

1.コ ンピュータの本質 と機能

ω 本質

② 主要機能 と応用面

2.主 要原理

ω コンピ ュータの取扱 うデータ

② 記憶

〔3}論 理処理

ω 計算の機能

3.周 辺機器

ω 入力機器

② 出力機器

(3)外 部記憶 装置

(4)関 連機器

4.機 種 と特性(カ タログの見方,判 別の しかt)

皿,ソ フ トウ ェアの知識

1.ソ フ トウェアの意味 と内容

ω 意味

C2}内 容

2.EDPSの 設計

&プ ログ ラムの構造 と原理

4.プ ログ ラムの体系

5.プ ログラ ミング(COBOLに よる実習)

N.ア プ リケーシ ョンの知識.

1.企 業 における適用面

2.利 用 に関す る知識
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3.組 織 と要員

4.効 果 の考え方

V.関 連諸 知識

1

9
一

〇
〇

4

用語(の ま とめ)

関連事 務機械

MIS

データ通信

応用 コース

○前期 のま とめ

1.シ ステム化実習(実 例研究)

-

∩
∠

3

基本計画

導入計画

システム設計

皿.適 用事例(実 地見学 を含む)

1 業種 別(コ ンピュータの利 用方 式,シ ステムの規模

別)

2.業 務 別(コ ン ピ ュー タの 利 用方 式,シ ス テ ム の規 模

別)

3.実 例(失 敗例,成 功例)

皿.コ ンピュータ利 用に関 す る諸 問題

1

2

3

4

費用と効果

機種と特性(具 体的資料,性 能判別法)

要員計画と育成

導入の方法

N.導 入 のtめ の診断 のすすめ方

1.関 連 法 規

2.今 後 の見 通 し(ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェア,回 線

利 用,情 報産業)

3.実 施 方 法

研修は,講 義 と実習 とからなっているが,実 習に関し

ては,基 礎コースでは,COBOL言 語によるプログラム作

成を行ないコンピュータを実際に使用させ,プ ログラマ

としての体験を通 じて,プ ログラミングとは何かを習得

して貰 うことを主眼 とした。また,応 用コースでは,シ

ステム化実習 として,基 本計画,導 入計画,シ ステム設

計に関し,受 講生をい くつかのグループにわけて,そ れ

ぞれ自主的に実例研究ができるよう配慮している。 ここ

では,実 際の会社をモデルとしてとりあげ,そ こで起 っ

た実際のテーマを受講生白らが問題を発掘 し・検討し・

解決していく方式を採用している。 さらに・コンピュー

タを導入している中小企業のい くつかを実地に見学し・

体験者による成功失敗談などを通 じて,き わめて実際的

な診断,指 導の知識の習得を考慮している。

このコースの講師陣は,前 記のカリキュラム作成委員

会のメンバーのほか,中 小企業に関係の深い多数の専門

家および当財団役職員によ り構成 されている。

4.実 施状況および成果

A.基 礎コ■・一・ス

実施期日:昭 和46年9月1日 ～9月28日 正味20日 間

1日 あ7cり午前,午 後各1単 位(1単 位=

3時 間)

実施場所:機 械振興会館内当財団研修室,機 械室

受講生の所属先:各 部道府県の中小企業指導所,中 小

企業総合指導所,中 小企業(指 導)セ ンタ

ー,商 工労働部など

参加者数:23名

参加者平均年令:30,3才

B.応 用コース

実施期 日:昭 和46年10月26日 ～11月20日 正味20日 間

1日 あた り午前,午 後各1単 位(3時 間)

実施場所:機 械興会館内当財団研修室,機 械室

受講生の所属先:基 礎コースに同じ

参加者数:20名

参加者平均年令:31.8才

C.成 果

まだコース全体が終了していないため全般的な評価

は差控えるが,基 礎コースの最終 日に実施した効果測

定会(中 小企業振興事業団,当 財団関係者および受講

者による懇談会)に よれば,昨 年度実施の基礎コース

に比し,か な り充実しテこものとなってお り,十 分な成

果がえ られたと思われる。ただ,受 講生の受講資格の

一部となっている事項(た とえばフローチャー トの書

き方は習得済みのはずなど)に ついて,必 ずしも全体

のレベルが揃 ってないなどの事実があり,今 後講義を

すすめるにあたって,受 講生の実状を考慮したかな り

キメの こまかい指導が要請 される。
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海外 トピックス ト

RCAコ ンピュータ事業か ら撤退

1971年9月17日,米 国大 手 コ ン ピ ュー タ ・メー カーR

CAは,突 如 として コ ン ピ ュー タ事 業 か ら撤 退 す る と発

表 し た。 昨 年g月15日,RobertW.Sarnoff会 長 が,

新 型 コ ン ピ ュー タでIBMに 真 向 うか ら対 抗 す る と挑 戦

状 を出 し てわ ず か1年 と2日,屈 指 の 総 合 電 機 メー カ ー

RCAは,IBMの 牙城 の 前 に もろ く も敗 れ 去 った。

9月17日,金 曜 日,RCAのRobertW.Sarnoff会

長 は,コ ン ピ ュー タ部 門告 別 の ス テ ー トメン トを 発表 し

た。

「本 日私 は,コ ン ピュー タ部 門 の方 向 転換 を示 唆 す る

プ ロポ ーザ ル を,緊 急 取 締 役会 に提 出 した。 これ は全 員

一致 で可 決 され ,即 刻実 行 され る ことに な った。

①RCAは 汎 用 コ ン ピ ュー タ事 業 か ら撤 退 す る。 こ

れは 汎 用 コン ピ ュー タ本 体,な らびに 関 連 周 辺 機 器

の製 造,販 売 を打 ち切 る こ とを 意味 す る。

② 今 後 は,政 府,国 防,通 信 ネ ッ トワー ク,特 殊 ビ

ジ ネ ス ・シス テ ム用 の デ ー タ通 信 装 置 に 努 力 を 注

.ぐ 。

③RCAServiceCo.を 通 じ,コ ン ピ ュー タお よ び

他 の エ レ ク トロニ クス製 品 に対 す る第 三 者 メン テ ナ

ン ス(third-partymaintenance)サ ー ビ ス は続 行

す る。

この決 定 は,コ ン ピュー タ業 界 の 変 化 と利 益計 上 の 見

通 しに 関 し,RCA経 営 陣 の厳 密 な 調 査 の結 果 行な わ れ

ナこ。 コ ン ピ ュー タ業 界 の 主 流 を 占め る本 体 は,鈍 化 す る

一 方 だ し
,特 別 武 装 した 競 合 者 か らの 圧 迫 も厳 し い もの

が あ る。 この た め コ ン ピ ュー タ部 門 の 黒 字転 換 を はか る

タ イ ム ・テ ー ブル は大 幅 に狂 い,1971年 ～76年 にか けて,

さ らに5億 ドル(1,800億 円)も の 追 加 資 金 が必 要 に な

った。

私 は,こ の ま ま本 体 の製 造,販 売 を続 行 す る こ とは,

L －

余 りに もコ ス トが か か り過 ぎ,か つ 他 の 事 業 部 に も悪 影

響 を お よ ぼ す と結 論 づ け た。 しか しな が ら私 は,RCA

の コン ピ ュー タ を所 有,あ るい は レ ン タル して い る顧 客

に対 し,現 在 の 契 約 は 完遂 す る こ とを約 束 す る。

RCAは,ほ ぼ20年 に わ た っ て,コ ン ピュー タ事 業 を

手 が け て きた 。今 後 は,こ こで 得 られ た 高度 な 技 術 を,

特 殊 な分 野 に 傾 注 して 行 きたい 。 私 は 今 回 の 決 断 が,財

政 上 の緩 和 を もた らし,RCAの 将 来 を 一段 と強 化 し て

くれ る もの と信 じて い る。 」

RCAの 撤 退 は,GEが コ ン ピ ュー タ部 門 をHoney-

wellに 身売 りしてか ら,わ ず か16ヵ 月後 の こ とで あ る。

こ こに つい 先 頃 ま で,"米 国 コ ン ピュ ー タ ・メー カー ・

ビ ッグ ・エ イ ト、 とい われ た企 業 は,、 巨 人IBMと5

人 の小 人 、 に な って し ま っt。IBMと い う大 海 の 中 で

GE,RCAと い う名 門 企 業 が 相 次 い で溺死 して しま っ

ナこの で あ る。RCA敗 退 の 跡 を振 り返 って み よ う。

遠 い 道

1969年12月,Sarnoff会 長 は,IBMの セ ール ス ・マ

ン として名 を う ったL.E.Donegan氏 を,RCAコ ン

ピ ュ'一夕部 門 に招 い た。 そ し て1970年9月15日,荒 れ 狂

う経 済不 況 の 中 で,新 型 モ デル,2,3,6お よ び7を 発

表 し,IBMに 真 向 うか ら戦 い を挑 んだ 。

「我 々 は,米 本 国市 場 で,IBMに 次 ぐ第2位 の ・fス

を 獲 得 す る こ とを決 心 し た。 この 目標 達 成 の た め,我 々

は必 要 な限 りの金 と手 段 を駆 使 す る。 コ ン ピ ュー タ業 界

で成 功 す る に は シ ス テ ム とサ ー ビ ス の み な らず,顧 客 が

要求 す る全 て の 製 品 を,広 範 に用 意 し な け れ ば な らな い

と信 じて い る。」(Sarnoff会 長)

「現 在 設 置 され て い る第3世 代 機 の50%以 上 は,IB

(注)情 報処 理 ニ ュ■・一ス第85号 〔397〕,第86号 〔399〕,第

87号 〔402〕 よ り

■
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M360/30,40,50で あ る。従 って 我 々 は,コ ン ピ ュー

タ ・ユ ー ザ ー に 対 し,よ り速 い,よ り優 れ た,よ り安 い

装 置 を提 供 して 行 くつ も りだ 。」(Doneganマ ネ ジ ャー)

Sarnoff会 長 とDonegan参 謀 は,NNコ ン バ ー ジ 。ン

保 証 サ ー ビス 、 とい う新 販 売 戦 術 を打 ち出 し,こ れ を も

とに"小 判 鮫 作 戦 、(IBMの 顧 客 を い た だ こ う とい う

横 取 り作 戦)を 展 開 し た。 この 作 戦 の め ざす と ころは,

・1972年 ま で に,米 国 内 で第2位 の コ ン ピュ ー タ企 業

に な る こ と

・1975年 ま で に
,米 国 コ ン ピュー タ市 場 の10%を 確 保

す る こ と

・1970年 代 末 ま で に コ ン ビ
=一一タ部 門 を黒 字転 換 す る

こ と

・国際 市 場 に 目 を向 け る こ と

国内 市 場 で 第2位 の イ ス を 目 ざ し たに もか か わ らず,

RCAは"6第 打 者"の 汚 名 を そ そ ぐ こ とは 容 易 に で き

な か った。 著 名 な調i査会 社,ArthurD.Little社 に よ

れ ば,1番IBMを 筆 頭 に,HIS(Honeywell-GE),

Univac,CDC,Burroughsと 強 打 者 が そ ろ い,RCA

の後 に続 くの は,NCR,XDS,DECの3社 に過 ぎ

な か った。

IBMの シ ェア70%に 対 し,RCAは わず か に4%す

ら達 成 し て い な い。HIS8%以 上,Univac6%,

そ して 昨 年 の リセ ッシ 。ンで 最 大 の 打 撃 を 受 けたCDC

4%以 上,Burroughs4%以 上 と,RCAの め ざす 業

界 第2位 へ の道 は,遠 くけ わ しい い ば らの 道 で あ った。

IBM・SBC(ServiceBureauCorp.)の 副 社 長 の ・fス

に あ ったDonegan氏 の哲 学 は,有 能 な セー ル ス マ ン

を集 め,売 上 げ ア ップを 計 る こ とに あ った 。 彼 はIBM

か ら熟 練 し た セ ール ス マ ンを 引 き抜 き,、 輸 入 され たI

BMの 頭 脳 、 で,横 取 り作 戦 を展 開 し て い った。 セ ー ル

ス ・ス タ ッフは,1969年1月 の190名 か ら
,1970年1月

340名,1971年1月560名 と増 強 され た
。

しか しな が ら,横 取 り作 戦 の 中枢 と もい うべ き新 型 機

RCA2,3,6お よ び7の 受 注 は 思 うよ うに 伸 びな か

った。 これ はIBMシ ス テ ム370/135,370/145の コ ス

ト/パ フ ォー マ ン ス を見 誤 ったせ い とい わ れ,7月1日

現 在 の 受注 台数 は,RCA新 機 種 が わ ず か120台 に 対

し,IBMシ ス テ ム370は3,650台 に も達 した 。

まナこコ ンバ ー ジ 。ン保 証 サ ー ビス は,RCAの コ ン ピ

ュー タに 乗 りか えた 他 社 の 顧 客 に対 し,定 め られ た期

限 内 に コ ンバ ー ジ ョンを 行 な い,も し切 り換 え た シ ス テ

ムが働 か な い 場 合 は,最 初 の90日 間,1日 当 た り200ド

ル(72,000円)の 保 証 金 を払 う とい う もの で,当 初 は顧

客 の 関心 を呼 び,RCAセ ー ル ス ・ス タ ッフは,ひ っ き

りな し に かか って くる電 話 の 応 対 に,嬉 しい 悲 鳴 を あ げ

た。 しか し実 際 の 契 約 の 場 では,大 した 件 数 は成 立 せ ず

9月17日 よ り以 前 にRCAを 去 った あ る ス タ ッフ に よれ

ば,ほ ん の 一握 りに も満 た な か った とい わ れ る。

RCAは 政 府 関 係 の 仕 事 に は 積極 的 に取 り組 み,RC

表8米 国 市 場 に お げ る マ ー ケ ッ ト ・シ ェア

(設置金額 をベースに計算,単 位10億 ドル)

1965 ig69 1970 1975

設置金額 % 設置金額 % 設置金額 % 設置金額 %

IBM

Burroughs

Univac

Honeywe11-GE

$5.20

0.15

0.50

0.32

74.0

2.1

7.2

4.5

$14.30

0.68

1.09

1.81

70.0

3.4

5.4

8.9

$17.00

L10

1.46

2.09

68.0

4.5

5.9

8.5

$27-32

3-4

・2.5-3.5

3.5-5

60-65

6-8

5-7

7-10

RCA 0.27 3.9 0.74 3.6 0.95 3.8 2.5-4.5 5-9

ControlData

NCR

DEC

XDS

0.25

0.18

-

一

3.5

2.5

-

一

0.92

0.34

0.16

0.26

4.5

1.7

0.8

1.3

1.13

0.46

0.26

0.31

4.6

1.9

1.0

1.2

2-3

1.5-2.5

LO-1.5

0.5-LO

4-6

3-5

2-3

1-2

計 $6.9 $20.3 $24.8 $48-53
・

(ArthurD.Little社 調 べ,出 典ElectronicNews71-9-・27)
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表91BM,RCAの 新機種 別設置,受 注状況

(1971年7月1日 現在)

メー カ ー モデル名
平均 月間

レン タル科
納 入 月

米国内

設置台数

米国内

設置台数

総

設置台数
受注台数

IBM 370/135

370/145

370/155

370/165

370/195

$16,200

$28,900

$50,900

$89,000

$215,000

5/72

7/71

2/71

6/61

5/73

一

一

72

2

一

一

一

24

0

一

一

一

96

2

一

1,100

1,300

950

300

不 明

RCA 2

3

6

7

$14,600

$19,600

$29,900

$40,100

7/71

10/71

10/71

10/71

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

ー

一

50

26

24

20
●

IDC調 査,EDEIndustryReport71-8-31)

表10米 国政府 におけ るメーカー別納入状況

(1970年12月 現在,汎 用コ ンピュータのみ)

会 社
連邦政府における

設 置 台 数

州 ・地方政府機関

におけ る設置台数

メーカーは設置ベースのうち何%

を政府に納入しているか

連 邦 政 府 州,地 方政府

IBM

HIS

UnivaC

NCR

Burroughs

1,610台

317

916

193

167

1,545台

121

227

203

87、

4.8%

8.9

19.8

5.2

9.8

4.6%

3.4

4.9

5.5

5.1

RCA 205 118
・19

.1 1LO

CDC 166 7 31.3 1.3

(IDC調 査,EDPIndustryReport71-2-22)

Aコ ン ピ ュー タの全 設 置 べ ■一・・ス の う ち19.1%を 連 邦 政府

に,11.0%を 州,地 方 政 府 に納 入 して い る。 これ は 他 の

メー カ ーに く らべ て も,か な り好 調 さを保 って い るが,

1970年12月 現 在,連 邦 政 府 に納 入 しt台 数 は205台 で,

期 待 し た程 の伸 び は達 成 で きな か った。

RCAの 横取 り作 戦 は,一 時 は 確 か に 内 外 の注 目 を集

めた が,結 局 は 見 か けだ お しに終 り,遠 い道 の 半 ば で,

つ い に破 局に 追 い や られ た。

運 命 の金 曜 日

RCAの コ ン ピ ュー タ事 業撤 退 は,ま るで落 雷 の ご と

く,突 然 に 行 な わ れ た 。Sarnoff会 長 の ス テ ー トメ ン ト

L ..一

が 出 され る直 前 ま で,コ ン ピ ュー タ部 門は い つ も と変 ら

ない 活 動 を し て いicの で。 従 業 員 がSarnoff会 長 の シ

ョ ッキ ング な 発 表 を 知 った の は,帰 宅 途 中の カ ー ラ ジ オ

で,あ るい は 翌朝,新 聞 や テレ ビの報 道 に接 し てか らで

あ った。

RCAコ ンEe=、 一ータ部 門 の 不 振 は 以 前 か らさ さや か

れ,同 部 門 を売 却 す るの では な い か とい ううわ さ もあ っ

た。 そ し て買 い手 とし て,Xerox社 な ど特 定 の 企 業 が あ

げ られ る こ と もあ った。 し か し7月2日,Sarnoff会 長

は ス テー トメ ン トを出 し,「 コ ン ピ ュー タ部 門 を 身売 り

す る つ も りは な い 。 売 却 に つ い て 他 社 と話 し合 い を進 め

て い る こ と もな い 」 と,巷 の うわ さ を き っぱ り否 定 して

－F-26一
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い た。

8月1日,AnthonyL.Conrad氏 が 副 社 長 兼 チ ー フ

・オ ペ レ ー テ ィン グ ・オ フ ィサ ー に抜 て き され
,コ ン ピ

ュー タ部 門 に直 接 責 任 を 持 つ よ うに な った。 間 もな く

Conrad氏 の 命 を 受 けて,JuliusKoppelman氏 が
,マ

サ チ ュー セ ッツ州 マ ル ボ ロー のRCAコ ン ピ ュー タ事 業

本 部 へ 急 行 し た。 、コ ン ピ ュー タ部 門 財 務 担 当副 社 長"

とい う肩 書 きを も って マル ボ ローへ 派 遣 され た彼 の 仕 事

は,「 コ ン ピ ュー タ部 門 が どの位 悪 くな って い るの か」,

単 に これ を調 べ る こ とに あ った。

Koppelman氏 の 報告 は,本 社 経 営 陣 を が く然 と させ

た 。 どの 点 を とって 見 て も,消 極 的 あ るい は 否 定 的 な も

の しか な か っ た。1年 先,さ らに5年 先 の見 透 し も暗 か

った。 コ ン ピュー タ部 門 は,す で に1年 間 で9,000万 ド

ル もの赤 字 を 出 し て い た し ,受 注 ペ ー ス は落 ち気 味 で あ

った。Donegan参 謀 の片 腕 とい わ れ たJamesR・

Braburn氏 の 予想 で は,赤 字 額 は500万 ドル 程 度 とい う

こ とだ った。 彼 は す で に 昨年12月 ,同 部 門 要職 の 地 位 を

追 わ れ て い た。

RCAコ ン ピュー タ事 業 部 では,財 政 節 約 の 緊 急 態 勢

が と られ た。 イ ンデ ィア ナポ リス に あ る磁 気 製 品 製 造 施

設 は,ひ そ か に,RCAServiceCo.に 移 転 され た 。 賃

金 の凍 結,旅 費 の き りつ め,そ し て フ ロ リラ州 パ ー ム ・

ビー チ 工 場 で は,従 業 員550人 が レ イ ・オ フ(一 時解

雇)さ れ た。 同 工 場 で開 発 され て い た小 型 コン ピ ュー タ

RCA-1は,9月 の デ ビ ュー を 目前 に,立 ち消 え とな

っ た。KrogerCo.(本 社 オ ハ イ オ州 シ ン シ ナ テ ィ)と

合 同 開 発 し てい たPOS(小 売 店 頭 販 売)シ ス テ ム も延

期 とな った 。 半 導 体 メ モ リを 駆 使 し,来 年 中 に お 目見 え

す る予 定 だ った2つ の新 型機 も,開 発 中止 とな った。 さ

らに15%値 下 げ とい う新 しい 価格 策 も日の 目を 見 る こ と

な く終 った。

こ うして9月17日,RCAは 運 命 の 金 曜 日 をむ か えた 。

ニ ュー ヨー クの特 別 取 締 役 会 に や って きたDonegan氏

は,そ れ で もSarnoff会 長 の 最 後 の 援 助 に望 み を託 し

て い た。 し か し特 別 取 締 役 会 は,J.Koppelman氏 が 示

す数 字 に,終 始 重 苦 しい ムー ドに つ つ ま れt。Sarnoff

会 長 は,前 会 長DavidSarnoff(実 父)が カ ラー ・テ

レ ビで成 功 し た よ うに,コ ン ピュー タに も大 いな る野 望

を持 ち続 けて きた。

DavidSarnoff前 会 長 は,カ ラー ・テ レ ビで パ イ オ

ニ ア とな る時 ,1億5,㎜ 万 ドル の金 を投 じた。 しか し

RovertSarnoff現 会 長 に と って。 コン ピ ュー タで確 固

た る地 位 を築 くに は,実 に10億 ドル以 上 もの 資金 を投 下

しな け れ ばな らな い こ とが 判 った。RCAは,コ ン ピ ュ

ー タ にす でに5億 ドル をつ ぎこん で きた
。 そ して今 後,

1951年 か ら1976年 にか け て,さ らに5億 ドル以 上 の金 が

要 求 され て い た。

外 に王 者IBMの 圧 力,内 に 資金 問題,そ して 切 り札

'横 取 り作 戦"の 失 敗
,さ らに 米 経 済 を 揺 が した りセ ッ

シ ョン と,相 次 ぐ深 手 をお ったRCASarnoff会 長 は,

今,最 後 の大 決 断 を余 儀 な く され て い た 。 そ して,さ い

は投 げ られ た の で あ る。1971年9月17日,金 曜 日,米 国

東 部 標準 時 で,午 後2時 を ま わ ってい た 。

午 後5時,NSE(ニ ュー ヨ ー ク証券 取 引 所)が 閉 鎖

した 後,Sarnoff会 長 は,コ ン ピュー タ事 業 撤退 の ス テ

ー トメン トを発 表 し た
。 ま だ業 務 を続 行 して い た 西海 岸

の 証 券 取 引 所 では,こ の ス テー トメ ン トが 出 され る と,

RCAの 株 式 が は ね 上 った。NNrs荷 物 。Nとい わ れ た コ ン

ピュ ー タ部 門 の 切 り離 しは,少 な く と もRCA株 主 か ら

は 歓 迎 され た の で あ る。

魔 の ウ ィー ク ・エ ン ド

RCAコ ンueユ ・一夕事 業 撤 退 で,最 大 の 打 撃 を 受 け た

の は,何 とい って も事 業 部 の 従 業 員 で あ る。 全 従 業 員1

万2,000名 の うち,9月 末 ま で に2,000名 が解 雇 され,

その 後 も各 部 門 で解 雇 が 相 次 い で い る。10月3日 ～9日

に か けて は,パ ー ム ・ビー チ ・ガ ー デ ン施 設 で,220名

が解 雇 され た。10月22日 に は,さ らに41名 の 経営 お よび

サ ポ ー ト要 員 が解 雇 され る見 込 み 。
し

RCAコ ン ピ ュー タ事 業 の 終末 を告 げ るSarnoff会 長

の声 明 は,9月17日,金 曜 日,午 後5時 半 に 出 され た。

従 って 多 くの 従 業 員 は,週 末 を楽 しむ た め に帰 宅 す る途

中 の カ …一・ラ ジオ で,こ の悲 報 を知 った。RCAは,コ ン

ピュー タ事 業部 の本 社 を,ニ ュー ジ ャー ジ ー州 チ ェ リー

・ヒル か ら,ボ ス トン西 方約30マ イル の マル ボ ローーーIC移

転 し つ つ あ った 。 す で に2,200万 ドル を投 じた 製 造 施 設

は 完 成 し,工 費1,600万 ドル,12階 建 の 本 部 ビル は,工
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事 中 で あ った。Sarnoff会 長 の 声 明 が 出 され る 直 前 ま

で,こ の 移 転 は い つ も と変 らず続 行 され て い た。 従 って

カ ー ラ ジオ で帰 宅途 中 に 悲 報 を 知 った者 も,翌 日の ニ ュ

ー スで は じ めて 深 刻 な 事 態 を 知 った者 も,余 りの シ ョッ

ク にだ 然 とな った 。

マル ボ ローに 移 転 して きた ば か りの 従 業 員達 は,旧 い

土 地 と新 し い土 地 に つ の 家 を 持 って い ナこ。 ま た新 し い 家

が 見 つ か らず,モ ー テル に仮 住 い して い る者 もあ った。

撤 退 の つ い1週 間 前 に,や っ と家 を見 つ けた従 業 員 の妻

は,こ の悲 報 で卒 倒 し て し ま っt。 彼 等 は1ヵ 月 もモー

テル に 住 ん で い た し,ま たRCAが 引 き あ げ る こ とで,

マル ボ ロ一 一一帯 の土 地 の価 格 は急 落 す る恐 れ も出 て きた

の だ。

翌 月 曜 日,コ ン ピ ュー タ事 業部 は重 苦 し い ム ー ドにつ

つ ま れ て い た 。 あ ち こ ちに ガ ー ドマ ンが立 ち,従 業 員は

入 社 す るの に い ちい ちバ ッジを 見 せ,退 社 す る と きは,

書 類 を一 枚 一 枚 調 べ られ た 。 午 後 遅 く,新 聞 に は何 も語

らぬ よ うに い い わ た され た 。 しか し従 業 員達 は,新 聞 に

出 て い る こ と以 外 は 何 も知 らな か った し,知 ら され る こ

と もな か った。

あ る従 業 員 はい う。 「RCAは コ ミュニ ケ ■・・一シ ョン(通

信)会 社 だ。 しか し我 々は,非 常 に貧 しい コ ミュ ニ ケー

シ 。ン しか持 って いな い。 」 事 実,撤 退 発 表 後,従 業 員

は何 ら正 式 な 通 信 を受 けな か っ た。 解 雇 命 令 も口頭 で 行

な わ れ,書 類 は何 も受 け と らな か っ た。 また 事 業 部 を そ

っ く り売 却 し よ うと して い るた め,従 業 員 達 は 辞 職 を希

望 して も受 け い れ られ な か っナこ。 他 の 企 業 と接 触 す る こ

と も禁 じ られ た。 他 の 企 業 の人 事担 当者 も,門 前 払 い を

く った。

要 因 と 反 応

RCAコ ンピ ュー タ事 業 部 撤 退 の要 因

OIBMの 重 圧 。RCAの 主 力 コン ピ ュー タ,ス ペ ク ト

ラ ・シiJ'一ズ は,業 界 で はNNシ ス テ ム34ふ と皮 肉 ら

れ た。 これ はIBMシ ス テ ム360よ り15%安 く売 られ

て い た た め で あ る。IBM370の 到 来 と共 に,ス ペ ク

トラ ・シ リー ズ はお 役 御 免 とな り,RCA2,3,6

お よび7が370競 合 機 種 とし て打 ち出 されtこ。 しか し

これ もコ ス ト/パ フ ォー マ ン ス評 価 で,IBMに は及

ば な か った。

○ 海 外 に 製 造,販 売 組織 が な か った。 米 国 企業 は,経 済

不 況 で 米 国 内 の 売 上 げ,受 注 が 弱 ま る と,海 外子 会 社

を通 じ て,こ の 減 少 分 を 取 り戻 した 。IBMも,昨 年

は 海 外 か らの 利 益 が,米 本 国 を上 回 った 。RcAは ラ

イ セ ン ス契 約 を も とに,欧 州 の 企 業 に コ ン ピュー タを

製 造,販 売 させ て い たが,直 接 海 外 市 場 に 乗 り出 す こ

とはな か った。 コン ピ ュー タ事 業 撤 退 の 直 前,英 国 ロ

ン ドン に海 外販 売,サ ー ポ ト施 設 を置 い たが,間 に あ

わ な か った 。

○"横 取 り作 戦"の 不 発。IBMシ ス テ ム370の 前 に,

RCA新 型 機 に対 す るN"コ ンバ ー ジ ョン 保 証 サ ー ビ

ス、 が 空 振 りに終 った(RCAの あ る セー ル ス ・マ ン

の 話 し で は,「 契 約 成 立 件 数 は わ ず か 片 手 で数 え られ

る位 」 だ った)一 方IBMは,新 しい コ ス ト政 策,新

・し い リー ス 契約 を打 ち出 し,逆 にRCAに 乗 りか え よ

うとし7シ ス テ ム360/40の 顧 客 を,シ ス テ ム370で

再 びIBMに 戻 し て しま った 。

○ コ ン ピ ュー タ業 界 その ものの 成 長 率 が 鈍 化 して い る こ

と。 コ ン ピ ュー タ市 場 は,米 経 済 の 中 では 依 然 とし て

最 大 の伸 び を見 せ てい るが,1960年 代 の年 間 成 長 率15

～20%は も う期 待 で きそ うに な く,1970年 の 出 出 来 高

は,前 年 よ り落 ち込 ん で し ま った。

○ タイ ミン グ の 悪 さRCAは,コ ン ピュー タに 関 し て

は,常 に他 社 に遅 れ を と って きた し,タ イ ミン グ も狂

い っぱ な しだ った。1965年 ～66年 にか け て 出 し た ス ペ

ク トラ ・シ リー ズ は,IBM360に1年 ～2年 遅 れ を

と っt。IBMか らDonegan氏 を招 い て(1969年 末)

立 て直 しを 計 った直 後,あ の リセ ッシ ョン に巻 き込 ま

れ た。 新 型 機2,3,6,7は,IBMシ ス テ ム370と

ぶ つか り,敗 れ た。

○ 莫 大 な 投 資 と悲 痛 な 見 通 し。 コ ン ピュー タ技 術 の革 新

に対 処 す るtめ,各 メ ー カー はR&D(研 究 ・開 発)

に 多額 の金 をつ ぎ込 ん で い る。IBMの 場 合,シ ス テ

ム370の 開発 に は5億 ドル を 要 し た。GEは,コ ン ピ

ュー タ事 業 を続 け るに は,10億 ドル の金 が 必 要 とい わ

れ た 。RCAは76年 ま で に5億 ドル を投 じな けれ ば な

らな い とい わ れ た が,こ れ に 見 合 う利 益 転 換 の 見 通 し

は,悲 痛 な もの で しか な か っナこ。 ま た コ ン ピ ュー タ部
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門 が喰 い つ くす 大 金 と,打 ち続 く赤 字 で,他 の 部 門 へ

悪 影 響 が 出 る こ と も脅 威 とな った 。

○ 事 務 機 器 部 門 を持 た な か った こと。 この 分 野 は,世 界

規 模 の マー ケ ッテ ィング お よ びサ ー ビ ス ・ベ ー スを っ

くる際 の 礎 石 とい え る。Burroughsの 成 功 は,こ れ

を 裏 が きす る代 表 的 な 例 で あ る。RCAの 場 合,こ の

部 門 が な か った た め,マ ー ケ ッテ ィン グ而 で,大 きな

遅 れ を と って し ま った。

メ ー カ ー の反 応

OBurroughs社,RayW.Macdonald社 長

「驚 い た。RCAの 撤 退 は,我 社 の 可 能 性 を高 め る こ

とにな ろ う。 我 々の 強 みは,組 織 と製 品 か ら由来 す る

もの で,競 合 相 手 とは 異 な って い る。」

OHIS社,JohnL.Wilson副 社 長

「非 常 に 驚 い て い る。 後 は ノー ・コ メ ン ト」

OUnivac社,G.G.Probst社 長

「最 近 の 経済 状 況 下 に お け るRCAの 販 売 戦 略 を み て

い る と,今 回 の こ とは そ う驚 くに あ た らな い。 コ ン ピ

ュー タ業 界 は飽 和 点 に達 し つ つ あ り,60年 代 の あ の ハ

イ ・ペ ー スな 伸 び は,今 後 は期 待 で きな い。 」 同 氏 は

RCAコ ン ピ ュー タ事 業 部 の 買 収 に つい ては,こ れ を

否 定 した 。 業 界 の うわ さでは,金 額 面 でお り合 い が つ

か な か った とい わ れ る。

ODEC社,KennethOlsen社 長

「コ メ ン トを加 え るに は 時期 尚早 」 な お 同氏 は,マ サ

チ ュー セ ッ ツ州 東 部 の 施 設 を拡 張 す る計 画 を打 ち出 し

て い る。

OIBMとCDCは ノー ・コ メ ン ト

ORCASolidState部 門,W.C.Hittinger副 部 長

「RCAの 撤退 は,我 々 の 部 門 に は,さ し7る 影 響 は

な い。 我 部 門 の 総売 上 げ 高 の うち,RCAコ ン ピ ュ■・一・・

タ部 門 へ の売 上 げ は,4%程 度 だ った。 」

○ あ るRCA消 息 通

「一 言 で い って,プ ラ ン ニ ン グの 貧 弱 さに よ る もの 」

○ 英 国ICL社

「RCAの 撤退 で,競 合 状 態 に は,さ した る変 化 が な

か ろ う。 」 欧 州 筋 は,さ らに別 の 米 国 企業 が コ ン ピ ュ

ー タか ら撤 退 す る よ うな こ とに な れ ば,ICLと 西 独

Siemensな ど,欧 州 連 合 に 拍 車 が か け られ よ う とい
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ビジ ネスへ 再 投 入

株式配当

っ てい る。

○ 英 国 業 界 紙,(ElectronicsWeekly9-29)

「RCAの 撤 退 は,英 国 で コ ン ビ ュー一夕 を販 売 し て い

る メー カ ー に と っては 吉 報 で あろ う。'RCAは,1971

年7月21日,ロ ン ドンに 販 売 組 織 を 設立 す る と発 表 し

てい たか らだ 。」 、

○ 英 国 業 界紙(ComputerWebkly9-23)

「RCA撤 退 で最 大 の 影響 を受 け るの は,西 独Siemens

社 で あ る。 同 社 は 将 来 汎 用 コン ピ ュー タの 開 発 に,

これ ま で よ り多 額 の 金 を注 ぎ込 まね ばな らな い 。」

OIBM英 国 は ノー ・コ メン ト

ユ ー ザ ー の反 応

OEnglehardMinerals&ChemicalCo.(ニ ュー ジ

ャ■一一ジ一 州 バ ー クレ イ ・ハ イ ツ)DPマ ネ ジ ャー,
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表111BM,RCA比 較

企 業 名 IBM RCA

大 手500

社 中 の

ラ ン ク

69年 5 21

70年 5 21

本 社 ア ー モ ン ク ニ ュ ー ヨー ク

売 上 げ 高 75億 ドル 33億 ドル

資 産(70年) 85億 ドル 30億 ドル

純 益(〃) 10億 ドル 99億 ドル

従 業 員 数(〃) 269,291 127,000

一 株 当

り 利 益

60年 1.59ド ル 0.59ド ル

60年 8.21〃 2.32〃

70年 8.92〃 1.26〃

(Fortune誌 大 手500企 業 よ り)

RichardCronin氏

「我 々 が持 って い るの は,Sarnoff会 長 の コ メン トだ

けだ。 現 時 点 で は,RCAか ら次 の 発表 が あ るま で,

何 の 計 画 をた て る こ と もで きな い」 同社 はIBM360/

30を リプ レ イ ス し,RCA3を 利 用 し てい る。 「今 回

の 措 置が,将 来 の 計 画 に どん な 影 響 を与 え るか は分 ら

な い 。 私 が 知 っ てい るの は,と に か く新 聞 に報 じ られ

て い る こ とだ け だ」

OWaltDisneyProductions,Inc.(カ リフ ォル ニ ア

州 バ ー バ ン ク)ビ ジ ネス部 デ ィレ ク ター,MichaelL.

Bagnall氏

我 々 はRCAの 装 置 で,よ い経 験 を つ ん で きた 。RCA

は声 明 通 り,契 約 は 完遂 し て くれ る と信 じて い る」 同

社 は,ス ペ ク トラ70/45を 所 有 し て い る。 さ らに フ ロ

リダ 州 の 新 しい デ ィズ ニ ー ・ワー ル ドに,RCA6を

入 れ て くれ る よ う注 文 を 出 し て い る。

「RCA6の 納 入 に つ い て は,RCAか ら何 もい わ れ

てい な い 。 もしRCAが 提 供 で きな い 場 合,キ ャ ンセ

ル の 件 に つ い ては,私 は何 も知 らな い。 」

○ ネバ ダ州 ク ラー ク ・カ ウ ンテ ィ学 区 のDPデ ィレ ク タ

rJohnMcCleary氏 「何 を ど うす るか は,RCA

か ら次 の 声 明 が あ るま で 待 た ね ば な らな い 。」 同機 関

は,IBM1401を リプ レ・fスし,ス ペ ク トラ70/45を

導 入 して い る。

マ ー ケ ッ ト ・オ ブザ ー バ ー の 反 応

OGEとRCAが1年 間 に次 々 と姿 を消 し た こ とで,一

般 ユ ー ザ ー は,他 の本 体 メー カ ー も生 存 で きるか ど う

か,少 な くと も当分 は,危 ぐす るよ うに な ろ う。

ORCAの 対IBM戦 略 は,全 面 的 に戦 い を挑 ん だ もの

で,コ ン ピュー タ事業 も独 立 し て行 な って い た。 一 方

NCR,Burroughs,Xeroxな どは,IBMに 全 面 的 に

対 抗 し よ う とは して な い し,コ ン ピュー タに 取 り組 む

姿 勢 は,各 メ ー カ ーで 異 な って い る。

○ 現 時 点 で い え る こ とは,本 体 ビ ジ ネ スは 途 方 もな い金

を 要 す る烈 し い市 場 だ。 そ こで は"ラ イ ト級 選 手 、 は

生 き残 れ な い。

ORCAの 撤退 で,IBMが 最 も大 きな利 益 を得 る こと

に な ろ う。

○ 米 本 国 で10%の シ ェ アを握 る こ とは,生 存 へ の 最 短 コ

ー スで あ る。 しか し今 の と ころ,IBM以 外 は,こ れ

を達 成 して い る企 業 は な い 。

○ リー ス会 社 は,RCAの 顧 客 に,IBM360を 提 供 す

る チ ャン ス}乙あ りつ け よ う。

ORCAの 失 敗 に よ って,CDC,Honeywell,Univac
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な ど も,IBMの 強 さ を再 び考 え る 必 要 が 出 て こ よ

う。

白 い 巨 象

RCAの コ ン ピ ュー タ事業 撤 退 は,関 係 方 面 に波 紋 を

投 げ た。 残 され た 事業 部 門 は ど うな るの か?ま たRC

Aユ ーザ ーへ の今 後 の サ ー ビス は ～ そ し てRCAの 欠

如 に よ っ て,業 界 再編 成 は ど う展 開 して 行 くか ～ 等 々

様 々な 問題 が 呈 示 され た。

さて,RCAコ ン ピュー タ事 業撤 退 の 後始 末 は,An-

thonyLConrad社 長 が,全 て一 任 され て い る とい わ

れ る。 ま たDonegan事 業 部 マ ネ ジ ャー も,コ ンtOユ'一

夕部 門買 収 の 相 手 を探 す た め,90日 間 の 猶 予 期 間 を与 え

られ た。

RCAコ ン ビ=一 ータ部 門 を 手離 す 前 に,Xerox社 と

SperryRand社 に,こ れ を 買 い と って くれ るよ うも ち

か け た と伝 え られ る。 しか し,こ れ は失 敗 に終 った とみ

られ,そ の 後Xeroxは,買 い とる意 思 は な い と発 表 し

て い る。

RCAコ ン ピュー タ事 業 部 は,今 やNN白 い 巨 象"(持

て余 し もの)と もい わ れ,買 収 は 難 航 しそ うだ。IBM

が 買 い と る とい うこ とは,先 ず考 え られ な い。 独 禁 法 に

目 を光 らせ て い る司 法省 が 認 め な い だ ろ う し,そ れ にI

BMと して も,RCAの 施 設 を必 要 としな い だ ろ う。

当初RCA事 業 部 の買 収 を 目論 ん で い る と見 られ たの

は,Memorex,WestinghouseElectricCo.Honey-

well,DigitalEquipment(DEC),NorthAmerican

Rockwe11,InternationalComputersLtd.(ICL－ 英

国),日 立 等 の 各社 。RCAと して は,事 業 部 を パ ッケ

ー ジ と して 一括 売却 した い意 向 だ った が
,何 に も一 括 買

収 す るつ も りは な い と名 の り出 て い る。

EdwinDonegan事 業 部 マ ネ ジ ャー は,10月7日 付 け

で 回 し た メモの 中 で,次 の よ うに述 べ て い る。 「事 業 部 の

売 却 に つい ては,他 の 企 業 と話 し合 い に 入 った 。 この 話

し合 い の結 果 が ど う出 るか は,今 の と ころ 知 る こ とが で

きな い 。 今 日ま で の 話 し合 い の 要点 は,事 業 部 を そ っ く

り買 収 して くれ る相 手 を探 す こ とだ。 各 部 分 の 買 収 に つ

い て は,か な り多 くの企 業 か ら問合 せ が きて い る。 しか

し我 々 の 関 心 は,あ くま で トー タル ・ビ ジ ネ スの 売却 に

あ る。 しか し'状 況 に よ って は",各 部分 の売 却 に つい

て も,申 し 出の あ った企 業 と話 し合 い を持 つ か も知 れ な

い。 」

現 在 までRCAと 話 し合 い を も った企 業 は,Xerox,

Univac,NCR,CDC,Burroughs,Honeywellの 各

社 。 話 し合 いの 詳 細 に つ い て は,何 れ の企 業 も明 らか に

し てな い。 しか し恐 ら く,各 社 と も事業 の 一 部 を買 収 す

る こ とでRCAに 接 近 した もの と見 られ,事 業 部 全 体 を

買 い と る こ とで は 合 意 に達 し て いな い。

ダ ー ク ・ホ ー ス 的存 在 とい わ れ るDEC(Digital

EquipmentCo.)は,ニ ュー一 ・イ ング ラ ン ド一帯 で 業

務 拡 大 を行 な ってお り,RCAと も話 し合 い を 進 め て い

る。 しか しDECは,こ の 件 に 関 す る全 て の コ メン トを

さ け てい る。

こ うしてRCA事 業 部 の 買収 問題 が 難 航 し て い る折 ,

事 業 部 マ ネジ ャーDonegan氏 を中 心 とす る元 事 業 部 の

幹 部 達 が,事 業 部 を買 い取 り,新 会 社 と して再 建 す るた

め,財 源 を探 し て い る と伝 え られ る。RCA側 は,こ の

件 に つ い ては 何 も聞 い てな い とい って い る。Donegan

グル ー プに 名 を連 ね て い るの は,JosephW.Rooney

(デ ー タ処 理 部 門 部長)JohnR.Sandlin(コ ー ポ レイ

ト ・ス タ ッフ),WalterG.Cleveland(西 部 地 域 担 当

副 社 長),HowardW.Johnson(フ ィー ル ド ・エ ン ジ

ニ ア リン グ部 門副 部 長)等 。

ユーザー協会 の全国大会

一 方RCAコ ン ピ ュー タ
,ユ ー ザ ー-es会(CUA)は

10月25日 か らサ ン フ ラ ンシ ス コで全 国大 会 を開 き,今 後

の サ ポ ー ト策 につ い てRCAの 計 画 を た だ した 。 この会

議 に は,RCAユ ー ザ ー の25%が 参 加 し,会 議 中 に決 定

されkサ ポー ト政策 をRCAが の まな い限 り,和 解 は あ
し

りえ な い とい う強 硬 な態 度 を打 ち出 した。

RCA側 は,個 々の ユ ・-ff－ と各 々保 証 契 約 を結 ぶ意

図 を もって い るが,CUAは は これを 不 満 と して い る。

多 くの ユー ザ ー は,「RCAは 我 々 を分 断 して勝 と う と

考 えで て い る。 」 と述 べ てい る。

ユ ーザ ー達 の 話 し合 い の 中 で も,最 も注 目 され たの が

まだ納 入 され て いな い オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テム,O

S/70で あ る。RCAは 先 に,OS/70は 修 正 しな け れ
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ば な らな い 要素 が 多 くあ る と暗 に 示 し てい た。RCAの

代 表 者,JosephW.Rooney氏(デ ー タ処 理 部 門 部長)

は,「 現 在 の と ころ はOS/70の ユ ー ザ ー を持 って ない

の で,こ の 時点 で この ソ フ トウ ェ アに 対 す る需 要 に つ い

て は 知 らな い。 」 と語 った。 しか し少 な く と もユ ー ザ ー

の 一人 の代 表 者,DonaldGriffin氏(カ ル フ ォル ニア

州 ケ ン トフ ィー ル ド,CollegeofMarinの 代 表)は,

「RCAにOS/70の 納 入 を要 求 し た 契 約 を 結 ん で い

る」 と語 った。

UniversityofSanFranciscoの 代 表 者 は,コ ンバ

ー ジ 。ン ・コ ス ト,再 販 売 コ ス トの 減額,そ の他 の理 由

で,200万 ドル ～400万 ドル の 損 害 賠 償 をRCAに 要求 す

るつ も りだ とし て い る。 ユ ーザ ー の 中 で も,教 育 関係 の

機 関 が 最 も好 戦 的 で,こ れ らの ユー ザ ー は,法 律 顧 問 に

相 談 して,簡 単 な書 類 を用 意 し て全 国大 会 に 参 加 した。

CUAのDavidL.Rau会 長 は,RCAが トップ

レベ ル を全 国大 会 に 送 って こな か った の に不 満 を表 明 し

てい る。 同 会 長 は 先 に,AnthonyConvad,RCA社 長

に 書 状 を 送 り,CUA全 国 会 議 で明 確 な サ ポ ー ト政策 を

打 ち出 し,ま た トップ ・レベ ル を派 遣 す る よ う要 請 して

い ナこ。 しか し この 書 状 に対 す る返 事 は,Rooney,RCA

デ ー タ処 理 部 門部 長 か ら送 られ,同 部 長 がRCA代 表 と

してCUA会 議 に派 遣 されi。 一 方,Conrad社 長 は,

「Rooney氏 は,私 の代 弁 者 で あ る」 と述 べ てい る。

オ ペ レ ー テ ィン グ ・シス テ ムRCA顧 客 の 中 で も,D

OSユ ーザ ーが 最 も苦 しい 立場 に お か れ てい る とい うの

が,一 致 しナこ見 方 にな って い る。 この シ ス テ ムに は 多 く

の 虫 喰 い(bugs)が あ り,EDPシ ス テ ムの機 能 拡 張 を

目論 ん でい る ユー ザ ー は,OS/70に よ って,一 挙 に 問

題 を解 決 し よ う として い る。 な おCUA全 国会 議 では,

西 独 のSiemens社,日 本 の 日立 な ど海 外 の 企 業 に対 し

て は,RCAは 米 本 国 よ り高 度 な オペ レー テ ィ ング ・シ

ス テ ムの バ ー ジ ョン を納 入,あ るい は 納 入 契 約 を結 ん で

い た とい う うわ さが ひ ん ぱ ん に聞 か れ た。

結 局,CUA全 国会 議 では,オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス

テ ムの納 入 な ど,今 後 の サ ポ ー ト政 策 に対 し,一 致 団 結

してRCAに 対 抗 し よ う とい う こ とが圧 倒 的 多数 で決 定

した 。 コ ン ピュー タ ・ユ ー ザ ー が,こ れ程 の 規模 で結 束

し メ ー カー と事 を構 え るの は,こ の 業 界 始 ま って 以 来 の

こ とで あ る。

一 方RCAの 代 表 者
,JosephW.Rooney氏 は,次

の よ うに 語 った。 「RCAは 新 しい よ り 拡 張 され た メ

ンテ ナン ス を提 供 すべ く準 備 し て い る。 しか し この契 約

に対 して は,1年 以 上 の価 格 保 証 は不 可 能 で あ る。 」 ま

たRCAは,オ ペ レー テ ィ ング ・シ ス テ ムの 最終 的 リ リ

ー ス ・レベ ル(releaseleve1)を 設 定 した。 このOSと

は,DOS用 バ ー ジ ョン20,TDOS用 バ ー ジ ョン13,

VMOS(TSOS)用 バ ー ジ ョン8で あ る。

Rooney氏 は,現 在RCAと 契 約 を結 ん でい る顧 客 は

90日 間 の猶 予 期 間 を も って,契 約 打 ち切 りを許 さ れ る だ

ろ うと語 った。 た だ し この 打 ち切 りに 関 す る ペ ナ ル テ ィ

に つ い て は,も う少 し後 で 決 定 され る と追 加 し て い る。

同氏 に よ る と,フ ィー ル ド・エ ンジ ニ ア リン グ ・ス タ ッ

フの か な りの 部 分 は,分 離 され ナこ資 産 と してRCAが 保

持 す る こ とに な って い る。

Rooney氏 は,AnthonyConvad社 長 の代 弁 者 と し

て,RCAは 現 在 の 顧 客 が ビジ ネス を続 け る上 で利 益 と

な る こ とは何 で もす る つ も りだ と語 って い る。 な お ユ ー

ザ ー か らの質 問 に対 し,「 価 格 政 策 につ い ては,ま だ 何

も決 って い な い」 と答 え た。
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〈ADAPSO試 案要約〉

コ ン ピュー タ ・サ ー ビ ス 業 界 に 適 し た

会 計 シス テ ム

ADAPSOは,1971乍6月1日 に 「ARecommended

UniformAccountingSystemfortheCommputer

ServicesIndustry」 と題 して コ ン ピ ュー タ ・サ ー ビ ス

業 界 に適 した会 計 シ ス テ ムの一 試 案 を発 表 し た。 それ に

よ る と この会 計 シ ス テ ムは,デ ー タ処 理 業,ソ フ トウ ェ

ア業,タ イ ム ・シ ェア リン グ業 の分 野 に有 効 で あ り,株

主 お よ び 国税 局 に提 出 す る財 務 報 告 の基 礎 デ ー タ を,コ

ン ピ ュー タ ・サ ー ビス業 独 特 の 分 類 項 目 を含 め て,よ り

会 計 処 理 を簡 単 にす る ため,会 計 項 目の コー ド化 をは か

っ ナこもの で あ る。 これ に よ って,従 来,会 計 処 理 は,専

門の 会 計 士 に頼 っ てい た の が,社 内 の 事 務 員 で も処 理 で

きる よ うにな る と して い る。

従 来 の 会 計 処 理 方 法 と異 な る点 は,シ ス テ ム設 計 が単

純 化 され た こ と,企 業 が 多数 支 庁 や営 業 所 を もつ場 合 に

変 動 に応 じた コー デ ィ ン グ が で き る こ と,多 様 な サ ー ビ

ス の項 目 もすべ て網 羅 した こ とな どで あ る
。

この会 計 シ ス テ ムで は,ま ず 企 業 の 業 務 構 成 を次 の5

部 門 に分 け て い る。

ー

ウ
一

3

4

5

シ ス テ ムズ お よ び プ ログ ラ ミング

パ ン チ関 連 作 業

オ ペ レ ー シ ョンズ

マー ケ ッティ ング

業 務 管 理

これ らの 各 部 門 を さ らに 細 か く分 類 して い る。

1.シ ス テ ムズ お よ び プ ログ ラ ミング

・シ ス テ ムズ

・プ ログ ラ ミング

・シ ス テ ムズ/プ ログ ラ ミン グ ス

2.パ ンチ 関連 作 業

・キ ー パ ン チ/検 孔

注ADAPSO: AssociationofDataProcessing

ServiceOrganization,Inc.

・デー タ ・レ コー ダ ー

3.オAOレ ー シ ョンズ

・デ ー タ管理

・電気 式会 計 業 務(パ ン チ部 門 は の ぞ く)

・コ ン ピ ュー タ ・オ ペ レー シ ョ ン

・走 査

・コ ン ピュー タ ・プ リン ティ ング

・オ フ ライ ン ・プ リン テ ィン グ

・マ/ク ロ フ ィル ノ・(COM)

・デー タ通 信

・Log-In(端 末 作 業)

・コン トロー ル

●デ'リノこリー

・レポ ー ト提 出

・デ ィス パ ッチ ン グ(ル ー チ ン ・デー タの 記 録 や レ

ポ ー ト配布 業 務 に関 し ての 顧 客 との 事 務 連 絡 を含

む)

・生 産 管 理

4.マ ー ケ ッテ ィ ン グ

・販 売

・パ ブ リッ ク ・ リレー シ ョン

・ア ドバ タイ ジ ング

・市 場 調 査.

・顧 客 サ ー ビス/コ ン サル テ ィング

(ア プ リケー シ ョン ・サ ポ ー トの 人 員 派遣 も含 む)

5.業 務 管理

・ トップ経 営

・会 計 と財 務

・一 般 秘 書

・人 事

・法 律

・建 物 お よ び保 管

・企 業 誌 画
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これ を基 礎 とし て会 計 分 類 図 を作 成 し,会 計 シ ス テ ム

に組 入 れ よ う とす る もの で,設 計 され た コー デ ィング 構

成 の業 務 部 門 の コ ー ドは表12の とお りで あ るが,コ ー デ

ィン グ構 成 に柔 軟 性 を持 たせ,大 企 業 と小 企 業 の 両 方 の

要 求 に そ え得 るよ うにな っ てい る。

表12業 務部門 コー ド

業 務

1.シ ス テ ムズ お よ び プ ログ ラ ミング

2.パ ンチ 関連 作 業

No.

]0-19

20-29

3.オ ペ レ ー シ ョ ン ズ 30-59

4.マ ー ケ ッ テ ィ ン グ 60-69

5.業 務管理 70-99

す な わ ち,小 企 業 で は,た とえ ば レ ン タル 料 請 求 書 を

記 録 す る ため に使 わ れ る コー ドで,

..A/C#_ .Dept.」 ぱ__Amg}坦t_
7013$5,000

とな り,

一 デ イ ィグ に は
,表13の よ うな よ り詳 細 な支 出,収 入 項

目を設 け て あ る。

表13の 詳細 は,表14表 の とお りで あ る。

これ らバ ラ ンス シ ー トか ら財 務 レ ポー ト,作 業 レ ポー

トの作 成 が容 易 に な る と と もに,予 算 計 画 の 立 案 に活 用

す る こ とが で き る。

表13バ ランス シー トおよび収入 と支 出関係

要 約

海

産

債

水

入

出

費

費
グン

資

資

質

一

件

産

勘

定

己

　

.

人

生

遣

負
自
収
支

ー
マ ー ケ ッ テ ィ

および一般管理費
その他 の収入及び支 出

No.

100-199

200-299

300-399

400-499

500-599

600-899

{iii≡iii
900-999

(AC/#701:コ ン ピ ュ ー タ の レ ン タル 料 コ ーー ドDept,#3:オペ レ ー シ ョン 部 門 コt-・・ド)

よ っ て,オ ペ レー シ ョン部 門 で 使 用 しナこコ ン ピ ュー タの

レ ン タル 料 支 出 は,5,000ド ル と記 録 され る。

大 企 業 の 場 合 は,(AnericanDataCorp.の 例)

_△ ∠」(≡控_⊇ 竺pt二圭LCo#Region
7013112

BranchAmount

3$5,000

(A/C701#:コ ン ピ ュー タ の レ ン タル料 コー ドDept.#31:オペ レ ー シ ョン部 門 コ ー ドCo.#1:企業 コー ド(AnericanDataCorp.)Reglon#2:地区 コー ド(Midwest)Branch#3:支店 コー ド(Columbus
,Ohio))

この よ うに オ ペ レ ー シ ョン部 門 コ ー ド,企 業 コー ド,地

区 コー ド,支 店 コー ドな どが補 助 会 計 項 目 として 設 け る

こ とが で き る よ うに な って い る。

ま た,今 ま で 会 計 処 理 を部 門 ご とに独 自に 行 な って き

た が,会 計 処 理 が 部 門 間 で 重 複 し,会 社 全 体 の財 務結 果

をは っ き り出 す こ とは 困 難 で あ っ たが,こ の シ ス テ ムに

よ り,部 門 別 の コー ドで 計 算 書 を作 成 で きる こ とは もち

ろ ん 会 社 とい う広 い 分 類 項 目 で も引 きだ し計 算 書 を 作成

で きる ことが 特 色 で あろ う。

企 業 の財 務 報 告 の 主 た るバ ラ ン ス シー トの 作成 時 の コ

v-・・34一

表14会 計項 目の詳細(試 案)

会 計 項 目 No. 細 目

現 金 100 小口現金

銀行預金

未 収 金 110 A/C受 取勘定

－Trade売 掛金

－Employee従 業員売掛金

－lnterCompany

関連会社売掛金
一 その他

119 一 不良売掛金勘定引当金

受 取 手 形 120 受取手形(短 期)
(N/R) －Trade売 掛受取手形

－Employee従 業員受 取手形

－InterCompany

関連会社受取手形
一 その他

129 一 不良受取債権勘定引当金

受 取 利 息 130 受取利息

投 資 金 135 投資金(短 期)
一 株式

一 社債,債 権
一 有価証券

在 庫 140 在 庫
一 完成品

一 貯蔵品 ・

一 仕掛金

前 払 費 用 150 前払費用
一 前払税金

一 一保 険

●へ
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会 計項 目 No. 細 目

関連会社前渡金

投 資 金 勘 定

170

200

一 前払利 息

一 前払賃借料i
－ 証拠金

,供 託金1

(リース従業員補償金 など)1

関連会社前 渡金(短 期)1

市場性 ある有価証券(長 期)

205 投資金一製品,貯 蔵品

土地建物勘定 201 土地

215 建物(細 目あるいは補助会計)

216 減価償却引当勘定

225 借地権改定勘定

226 減価償却引当勘定

設 備 230 設備(細 目あるい は補助会計)

231 減価償却引当勘定

什 器 備 品 250 什器備品勘定

251 減価償却引当金勘定

ソ フ ト ウ ェ ア 260 プ ロ グ ラ ミン グ ・シ ス テ ム

一 仕入勘定

一 繰延費用

一 減価償却引当勘定

繰 延 資 金 270 繰延資金
一 営業権

一 創業費

そ の 他 資 産 285 その他資産
一 従属会社への投資

一 集合用勘定

一 未交付捺印証書勘定

支 払 手 形 300 支払手形(流 動部分)

買 掛 金 310 買掛金勘定
一 営業買掛金

一 職業会計人支払

未 払 費 用 320 給料引当金勘定

(従業員支払小切手用負債引当)
－FICA

－FIT

一 給料貯金引当金

330 未払費用
一 給料

一 手数料
一 恩給

一 利息

340 税 晶蓮与曝
－FICAの 費用 に対す

る負債－FIT

一 州,地 方収入税
一 特別事業税

長 期 ●借 入 金 350 長期借入金

.

一 抵当付借入金

一 分割払手形

一 その他借入金

繰 延 負 債 360 繰延負債
一 国税

会 計 項 目No.細 目

1関 連会社負債
370 関連会社負債

一 その他負債

そ の 他 380 その他

資 本 金 400 優先株

普通株

自己株式

払 込 剰 余 金 410 優先株

普通株

社内留保利益金 420 社内留保利益金
一 前年度

一 一当年度

組 合 資 本 金 430 組合資本金

440 組合引当金勘定

生産 サービス 500 ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ ー ジ

(製品) 一 会計/財 務

一 給与

一 売掛金/請 求書

一 その他商用

一 科学技術計算

一 照合表および統計表のデータ

情報販売
一 ア プ リケ ー シ ョン ・パ ッケ

一ジー 単発

520 産業用 パ ッケージ

一 製造

一 専門サ ービス

一 銀行/預 金お よび ローン

一 小売商用

一 卸売商用

一 政府用

一 産 業用パ ッケ ージー 単発

540 その他 生産 サ ービス

一 継続顧 客処理 サFビ ス

一 顧客処理サービスー 単発

一 顧客 データ・サービスー 継続

一 〃 一 単発

一 マ シンタイムの レンタル計算

技 術 サ ー ビ ス 550 技術 サー ビス
一 フ ァシ リテ ィ ・マ ネー ジ メ

ン ト(非 常駐)

一 プ ログラ ミング請負一 継続

一 プ ログラ ミン グ請負一 単発

一 コンサルテ ィンブー 継続

一 コンサル テ ィンブー 単発

一 パ ッケ ー ジ ・ソ フ トウ ェ ア

一 継続

一 パ ッケー ジ ・ソ フ トウ ェ ア

一 単発
一 教 育 ・訓練

タ イ ム ・シ ェ ア 565 タイ ム ・シ ェア リン グ
リング

その他主要サー 570 その他主要 サー ビス
ビ ス 一 一要員派遣

一 リー ス

一35一
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会 計項 目

雑 収 入

関連会社収入

報 酬

FringeBene丘ts

福 利 厚 生 費

そ の 他

関 連 機 器

備 品,運 賃

…1 細 目

580

0

0

0
∂

0

民
U

6

650

670

700

730

時的指導
一 人員サーピス

ー 機種販売

一 関連備品販売

雑収入
一 払戻金引当

一 営業権手数料

一 経営報酬

一 受入手数料

一 建物地代

一 利息収入

一 スクラップ作業用

関連会社収入

報酬
一 給料

一 時間給

一 超過勤務手当

一 シフト別手当

一 手数料

一 ボーナス

ー 社外手数料

時的指導手数料
一 契約外サービス

FringeBenefits/所 得税
一 事故/健 康

一 恩給

一 休暇

一 医療費

一 教育費

一 国税

一 州税

一 地方税

一一補償保険

その他
一 雇傭手数料(報 酬)

一 引越

一 期限払込金

レンタル一 八ードウェア

減価償却

メインテナンス

資産税一一価格に準じてあるい
は動産

保険

運賃

販売税あるいは使用税
バックアップ・コスト

電力あるいは動力費

環境費(エ アコン,湿 度調節)

設備費(ク レ'ン,エ レベ'タ)

復変調装置レンタル

備品,運 賃
一 紙一在庫

〉

1 会計 項 目 No. 細 目

一 紙一注文

一 力Pド

一 テ ー プ ・レン タル,減 価 償

却 あるい は費用

一 デ ィス ク ・レン タル,減 価

償却あるいは費用
一 社 内プ リン ト

一 パ ネルお よびワ イヤー

下 請 サ ー ビ ス 740 下請 サー ビス

一 コ ンピュー タ時間

(ブ ロ ッ ク)

配 達 費 750 配達費(製 品運搬機保険など)
一 ガス料金

,オ イル
一 通行料金

一 破損保険

一 減価 償却/リ ース

一 税

一 配 達サPビ ス費(連 邦 郵便,

バス,特 急航空運輸)

一 通信費

一 免許料

一 消耗品費(包 装箱)

デ ー タ 通 信 770 データ通信(回 線使用料)

一 電話線使用料

一 無線

一 テ レタイプ

－Wats(WideArea

TelephoneService)

(ATTに よ る デ ー タ伝 送
サ ー ビス)

一 設備費

プ ロ グ ラ ム 780 プ ログ ラム

一 ソフ トウエアー アプ リケ

一 シ ョ ン ・パ ッ ケ ー ジ

一 レンタル

一 繰延 コス トの償却

一 ロイヤ リテ ィ(使 用料)

一 ソ フ トウ ェアー ユ ー テ ィ

リ テ ィ ・プ ログ ラムお よ び

コ ンパ イ ラ

職 業責任保険 790 職業責任保険
一 エ ラーおよび手 ぬか り(ミス)

一 有価証券価格変動保険

一 忠実債権(使 用人のつかい

込みなどの時の欠損を保証
す る)

一 運転債権(業 務債権が履行
されなかった時の保障)

事 務 所 費 800 事務所費
一 一通信 費

一 文房具および消耗品

一 電信,電 話

一 減価償却一 設備

一 購読料
一 印刷費

一 機械レンタルおよび修繕費

」'㌔w淀,〆恥一 〔:.Pt.
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会計酬 い 叶 細 目

旅費および 820 旅費および交際費
交際費 一 運搬費

自動車費一 リー ス,減 価

償却,ガ ソ リン保険
一 食費 ,住 居費

1

一 交際費および贈与費

一 会合費

1広告および
事業費

830 広告 および事業費

一 メデ ィア
.

|
一 代理店手数料

` 一 パ ン フ レ ッ ト

一 セ ミナ ー

一 贈り物

一 通信費(大 量郵便)

占有量 840 占有量
一 レンタル

一 抵当権付社債利息

一 減価償却

一 公共料金(電 熱費および動

力,用 水費)
一 資産税他

一 保険料

保険一 その他 850 保険一 その他
一 社員および管理職負債保険

一 事業中断保険

一 債権手数料
1

会 計 項 目1… 細 目

1職 業 手 数 料
860 職業手数料

会計手数料

法律事務所手数料
1繰 延 費 用 償 却

870 繰延費用償却

営業権
一 創業費

一 一創立費

[そ の 他 費 用
880 その他費用

一 その他利息

一 バ ンクサー ビス料

一 貸倒金

一 関連会社割当金

一 寄付 ,拠 出金

一 仕掛品清算勘定

A/C(貸 方残)

その他収 入お よ 900 悦
び支出 一 収入税

一 特別事業税

一 使用税

920 資産売却の損得

980 株主 ・支払合計

一 役員賞与

一 年次報告書作成費

一 代理入費(税 理士)

一 印刷費＼通信費

～

{「漂 竺 ㌔ 詐 鷲 う;it
lて 作られるか」樋 観 て頂く肋 に作成したもので
～ す。

}映 画は緑の窓・を例にして話が進 みま丸 国鉄の

く 「緑 の窓 口」 は,誰 もが 知 ってい るN"コ ン ピ ュ ー タを

く 使 った座 席 予 約 の シス テ ム、 で す。 酒 席 を探 し予 約

iを す・・だけの簡単なシステ・に も 「二人蹴 必ず
t並 んで座れること」などとい ういろいろな条件が入っ

1て ・る と騨 に は いか な ・,こ こ… ン ピ 。 一一,の 申

iし 子 の よ うな 小 び ・が い て 指 図 ・れ た ・お り,て き

～ ぱき控 席嫁 してゆきます・しかし・・の小びとにく
対する鈴 の与え方次駝 空継 しの能率随 くも

}な れば悪くもな蹴 徽 ソフトウ・アの良し

映 画 「コ ン ピ ュー タ と ソ フ トウ ェ ア 」

ま す が,併 せ て,

つ い て も紀 介 し てお りま す。

頒 布 価 格1本

貸 出 し料(1日)

(16%カ ラ ー

ご 案 内 ・～}～ ヘ一 一 く ・`

～(
悪しを意味します。1

'
鰍 漬 くて寝 領の良いソフ トウ・アを作るため1

に は,結 局 チ エ の 出 し方, ア イ デ ア の勝 負 で・ 頭 を働(

か せ る こ とが 必 要 だ とい う こ とが 画 面 に よ って説 明 さ く
ら ノ

㌻㍍㌶ 慧 ㌶㌶ じ:あ:二訂
せ ・た めの ソ フ ・ウ 。 アの役 害は い ソ フ ・ウ 。ア 、{

イ

悪いソフ トウエアのちがいなぽ 理解頂けると存じ ～

ソフ トウ ェ アの振 興 に関 す る施 策 に

55,000円

2,000円

29分)

～
tゾ ・》 、プ ～ ⌒ ピ}》 ・〉 、'・一 、～ 、㎡～"∪ ・～{㎡}㎡ ～ へ'・ ♂ 》 ～ パ 》 ～ ・～ ⇔》へ ♂～ へ 〆《㎡ ・.》～,. ..",.,..lr
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JIPDECだ よ
(ジ プ デ ッ ク)

り

〔理事の変更〕

理事の辞任(昭 和46年11月17日付)

丹羽 周夫(前)財 団法人機械振興協会会長

駒井健一郎(前)社 団法人日本電子工業振興協会会長

高橋 秀俊(前)社 団法人情報処理学会会長

清宮 博(前)社 団法人電子通信学会会長

理事の就任(昭 和46年11月17日付)

土光 敏夫 財団法人機械振興協会会長

〃 社団法人日本電子工業振興協会会長

清野 武 社団法人情報処理学会会長

岡村 総吾 社団法人電子通信学会会長

〔第5次 情報処理実態調査団の派遣〕

東欧6カ 国(オ ース トラリア,ユ ーゴースラビア,ル

ーマニア,ハ ンガリー,ポ ーラン ド,チ ェコスロバキ

ア)に おける情報処理および情報処理産業についての実

態を調査す るため昭和46年11月18日 ～12月17日 まで30日

間にわた り調査団を派遣した。

調査団構成

団長 吉田 剛 当財団専務理事

団員 赤池 仁 東京国税局総務部事務管理課長

〃 石原善太郎 三井東圧㈱取締役システム部長

〃 古賀 欽三 日本鋼管㈱企画管理部調査室長

〃 岡田 勇 当財団開発本部次長

〔ア メ リカ の コ ン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー お よ び ソ フ トウ

ェア企 業 の実 態 調 査 〕

ア メ リ カに お け る中 堅 企業 の コン ピ ュー タ ・ユ ーザ ー

を 対 象 に,コ ン ピ ュー タの利 用 状 況,ア プ リケ ー シ 。ン

開 発 の 実 態 お よ び中 堅 ソ フ トウ ェア企 業 に お け る標準 ソ

フ トウ ェ ア ・パ ッケー ジの 開 発 と提 供 状 況 の 実 態等 に つ

い て調 査 の た め昭 和46年11月14日 ～12月2日 ま で19日 間

に わ た り調 査 員 を派 遣 した。

調 査 員構 成

宇野 彰記 当財団開発本部システム課長

山烏 雄嗣 当財団総務部調査課長代理

飯田 次男 当財団開発本部システム課主任

〔流通と情報処理シンポジウム福岡市にて開催〕

情報処理知識の啓蒙普及を目的とした情報処理シンポ

ジウムを毎年主要4都 市で開催しているが,今 年度は大

阪,富 山市に引 き続 き福岡市において「流通 と情報処理」

と題し次により開催する。

期 日 昭和47年1月18,19日(2日 間)

10:00～16:30

会 場 福岡合同庁舎共用大会議室

参加費 無料

定 員200名

申込先 当財団総務部調査課

内 容

月 ・已 演 題 目 講 師1所 属

1月18日

流通の シス テム化
と将来の問題点 栗原昭平氏

通商産業省企業局
商務第1課 長

流通 シス テムと
情報処理

西尾 出氏
三井情報開発㈱
常務取締役

最近の情報処理技術 高橋澄夫氏
(財)日 本情報処理
開発 センター技術部長

1月19日

流通情 報処理 シス
テムについて

中田信哉氏
(財)流 通経済研究
所 システム開発 セ
ンター研究員

コンピュータの共

同利用
雨宮芳夫氏

㈱東京繊維情報セ
ンター常務取締役

九州 における流通
システム化施策 に
ついて

白石 修氏
福岡理商産業用
流通消費課長

〔住所の変更〕

当財団の町名地番変更のお知 らせ

昭和47年1月1日 か ら次のとお り町名地番が変更にな

ります。

(新)東 京都港区芝公園3丁 目5番8号(〒105)

機械振興会館内

●
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報 告 書 一 覧 表

IFIPコ ン ビ.、一 タ教 育 調 査報 告Il}:

情 報 化 指 標 作 成 委 員会 第2分 科 会 報;}川 ・

情 報 化 指 標 作 成 委 員会 第3分 科 会 報{1部:

米 国,西 独 お よび 仏 国 に お け る情 報 処 理 の 実 態

デ ー タ ・コー ド標 準1ヒ体 系 、ヨ,1]査報 告 書

ソ フ トウ ェ ア需 要 構造 調 査報{];占

海 外 の情 報産 業

オ ン ライ ン ・シス テム 技 術 の 動 向

産業 の情 報 化 に関 す る調 査報 告 書

伝 送 制御 の 標 準fヒ

経 営 情 報 調 査報 告 力・(Hl)

情 報処 理 サ ー ビス業 の実 態 調 査

産 業 に お け る情 報 化 の進 展 とそ の 問題 点(II)

経 営 予測 の た めの デ ー タ ・マ ネ ー ジ メン ト

デ ィス プ レイ ・シ ス テ ム の研 究 開発

遠 隔 情 報 処 理 シ ス テ ムの 研究 開 発

機 械.1二業 の生 産 情 報 シ ス テ ム に お け る意 思 決 定 機 構 の解 析

中 小 企 業 向 け標 準 販 売 管 理 シス テ ム解 説 占:

米 国 にお け る情 報 処 理 産 業 の実 態

分類 香 り

44E101

45ROO1

45RCO2

45ROO3

45ROO4

45ROO5

45ROO6

45.ROO7

45ROO8

45ROO9

45RO!0

45SOO1

45SOO2

45SOO3

45-SOO4

46ROO1

城 市価 格(・ 般)

η 庫 な し

850

900

800

2,000

・在 庫 な し

1,500

1,300

2,000

400

1,300

700

700

1,800

3,500

1,500

1,700

2,810

800

賛助会員

700

750

600

1,600

1,300

1,100

1,600

300

1,000

500

500

1,500

2,800

1,200

1,400

2,810

600

当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

当財団の活動について詳 しくお知 りにな りたい場合は,下 記あてご連絡 くだ さい。

当財団庶務的事項全般については

当財 団の事業 内容については

各種調査 については

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)

総務 部庶務 課(内 線470)

総 務部 企画課(内 線477)

システムの調査研究については

システム及びプ ログラムの研究開発については・・

情報処理に関するコンサルティングについては

情報処理教育については

情報処理に関す る各種標準化については

情報処理 シンポジウムの内容については

報告書等各種 出版物の入手 については

総務部調査課(内 線286)

技術部研究課(内 線478)

右…開発本部 システム課又は開発課(内 線215)

開発本部管理課(内 線527)

技術部教育課(内 線475)

技術部技術課(内 線536)

総務部調査課(内 線538)

総務部庶務課(内 線470)



蜘

顯 日本情報処理開発センター
東京都港区 芝公園21号 地1番5機 械振興会館内(〒 ユ05)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)


